
第
一
節　

問
題
の
所
在

　

本
論
文（
１
）の
目
的
は
、
新
羅
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
円
弘（
２
）の
著
作
、『
円
弘
師
章
』（
別
称
『
円
弘
章
』）
の
逸
文
を
蒐
集
し
考
察
す
る
こ
と

に
あ
る
。

　

円
弘
、
及
び
『
円
弘
師
章
』
と
い
う
名
前
の
著
作
は
、
現
在
、
仏
教
研
究
者
の
間
で
も
殆
ど
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
以
下

の
よ
う
な
こ
と
に
あ
る
。
第
一
に
、
円
弘
の
伝
記
史
料
が
皆
無
で
あ
り
、
出
身
地
域
（
国
）
も
確
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
著
作

は
、
奈
良
時
代
の
書
写
記
録
に
見
え
る
の
で
、
八
世
紀
前
半
以
前
に
活
躍
し
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
第
二
に
、
円
弘
の
著

作
は
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
の
知
る
限
り
、
円
弘
の
著
作
は
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
三
巻
の
写
本
（
略
称
『
子
注
』

上
巻
は
聖
語
蔵
、
下
巻
は
称
名
寺
蔵・

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
管
理
、
中
巻
は
散
逸
）
と
、
日
本
の
仏
教
文
献
に
散
在
的
に
引
用
さ
れ
る

『
円
弘
師
章
』
四
巻
の
逸
文
が
存
在
す
る
。『
子
注
』
は
『
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
』（
略
称
『
法
華
経
論
』）
の
注
釈
書
で
あ
り
、『
円
弘
師

章
』
は
「
教
理
集
成
文
献
」
の
一
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
円
弘
の
著
作
に
注
目
す
る
研
究
者
は
余
り
い
な
い
。
し
か
し
奈
良
の
書
写
記
録
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に
よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
は
八
世
紀
前
半
か
ら
繰
り
返
し
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
奈
良
仏
教
に
対
す
る
私
た
ち
の
認
識
を
更
新
す
る
興

味
深
い
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。
具
体
的
な
研
究
に
入
る
前
に
、
研
究
の
経
緯
と
研
究
史
、
そ
し
て
私
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き

た
い
。

　

ま
ず
研
究
の
経
緯
と
研
究
史
を
回
顧
し
た
い
。
私
が
円
弘
と
『
円
弘
師
章
』
を
知
っ
た
の
は
、
今
か
ら
約
二
十
年
前
、
新
羅
の
芬
皇
寺

玄
隆
（
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
頃
）
の
『
玄
隆
師
章
』（
別
称
『
玄
隆
章
』）
の
逸
文
研
究
に
遡
る（
３
）。
そ
の
当
時
、
私
は
示
観
房
凝

然
（
一
二
四
〇
―
一
三
二
一
）
の
著
作
を
継
続
的
に
読
解
し
、
そ
の
傍
ら
余
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
逸
文
を
蒐
集
し
て
い
た
。
そ
の

う
ち
新
羅
の
芬
皇
寺
玄
隆
の
『
玄
隆
師
章
』
だ
け
を
、
金
天
鶴
氏
の
依
頼
に
よ
り
論
文
と
し
て
公
刊
し
、『
玄
隆
師
章
』
と
同
時
期
（
奈
良

時
代
）
に
書
写
さ
れ
た
『
円
弘
師
章
』
に
つ
い
て
は
、
ご
く
簡
単
な
紹
介
に
留
め
た（
４
）。
こ
の
時
点
で
円
弘
、
及
び
『
円
弘
師
章
』
に
関
す

る
研
究
は
殆
ど
無
か
っ
た
。
そ
の
後
、
私
は
研
究
分
野
を
凝
然
か
ら
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
）
に
転
じ
た
た
め
に
、
そ
の
他
の

逸
文
を
紹
介・

研
究
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
大
竹
晋
氏
が
天
親
造
『
法
華
経
論
』
の
訳
注
を
公
刊
し（
５
）、
そ
の
際
に
円
弘
撰
『
子

注
』
の
写
本
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
大
竹
氏
は
円
弘
を
新
羅
人
と
推
定
し（
６
）、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
『
子
注
』
は
韓
国
人
が
研
究
す
る
べ
き

と
、
金
天
鶴
氏
に
研
究
を
譲
ら
れ
た
。
そ
し
て
金
天
鶴
氏
は
、
金
沢
文
庫
管
理
『
子
注
』
下
巻
の
確
認
の
た
め
に
私
に
連
絡
し
た
。
彼
が

私
に
連
絡
し
た
理
由
は
、
金
沢
文
庫
へ
の
仲
介
の
他
に
、
私
が
『
円
弘
師
章
』
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
も

あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
金
沢
文
庫
の
道
津
綾
乃
氏
に
『
子
注
』
下
巻
の
複
写
依
頼
を
仲
介
し
た
。
そ
の
後
、
金
天
鶴
氏
は
『
子
注
』
の
研

究
を
開
始
し（
７
）、

そ
の
研
究
は
私
の
円
弘
に
対
す
る
関
心
を
再
び
呼
び
起
こ
し
た
。
さ
ら
に
金
天
鶴
氏
の
依
頼
に
よ
り
、
私
は
『
子
注
』
研

究
に
金
炳
坤
氏
の
助
力
を
請
い
、
彼
が
『
円
弘
師
章
』
に
も
強
い
関
心
を
示
し
た
こ
と
も
、
私
の
研
究
の
原
動
力
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
の
経
緯
を
記
し
た
理
由
は
、
円
弘
研
究
史
が
大
竹
氏
以
降
に
正
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
憂
い
た
た
め
で
あ
る
。
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私
も
散
在
的
な
先
行
研
究
を
繋
ぎ
併
せ
て
き
た
の
で
、
そ
の
全
貌
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
が
『
円
弘
師
章
』
に

関
す
る
簡
単
な
報
告
の
時
点
で
知
り
得
た
こ
と
も
、
大
竹
氏
と
金
天
鶴
氏
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
私
の
研
究
史
の
紹
介
が
適

切
で
は
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
私
の
旧
稿
に
遡
及
し
て
研
究
史
の
確

認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
残
念
な
が
ら
未
だ
に
確
定
に
至
ら
な
い
円
弘
の
出
身
問
題
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
。

　

私
の
知
る
限
り
、
円
弘
の
出
身
を
推
定
す
る
有
力
な
資
料
は
、
安
然
（
八
四
一
？
―
九
一
五
？
）
の
『
教
時
諍
論
』
⑴
（
後
引
）
だ
け

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
玄
隆・

円
弘・

補
昉・

泰
賢
」
と
四
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
私
の
知
る
限
り
、
こ
の
一
節
を
最
初
に
紹
介
し
た

の
は
八
木
昊
恵
氏
で
あ
り
、
そ
れ
は
常
盤
大
定
氏
の
研
究
を
受
け
た
も
の
で
あ
る（
８
）。
常
盤
氏
は
、
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
に
依
拠
し
て
、

「
三
一
権
実
論
争
」
の
一
齣
と
し
て
玄
隆
が
義
栄
の
説
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
常
盤
氏
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
私
は
旧
稿
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
注
記
し
た（
９
）（
旧
稿
注
１
）。

常
盤
大
定
［1973: 180-181

］
参
照
。『
一
乗
要
決
』
に
よ
っ
て
、
玄
隆
が
義
栄
説
を
引
用
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
常
盤
氏
の
指
摘
を
受
け
て
、
八
木
氏
は
玄
隆
の
史
的
位
置
を
確
認
す
る
た
め
に
、『
教
時
諍
論
』
⑴
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

八
木
氏
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
私
は
旧
稿
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
注
記
し
た
（
（1
（

（
旧
稿
注
２
）。

八
木
昊
恵
［1962: 289, 378-379

］『
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』
を
参
照
。
常
盤
氏
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
、『
教
時
諍
論
』
に
お
い

て
、
玄
隆
が
玄
奘
系
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
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常
盤
氏・

八
木
氏
の
関
心
は
玄
隆
で
あ
り
、
円
弘
で
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
結
果
的
に
、
八
木
氏
は
円
弘
の
出
身
を
推
定
す
る
資
料
＝

『
教
時
諍
論
』
⑴
の
最
初
の
紹
介
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
玄
隆
の
逸
文
研
究
を
開
始
し
、
先
行
研
究
と
し
て
常
盤・

八
木
両
氏
の
指

摘
を
上
記
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
八
木
氏
の
紹
介
し
た
『
教
時
諍
論
』
の
一
節
を
引
用
し
、
そ
の
解
説
部
分
で
円
弘
に
注

意
を
向
け
て
、『
円
弘
師
章
』
を
次
の
よ
う
に
簡
単
に
紹
介
し
た
（
（1
（

（
旧
稿
注
７
）。

円
弘
に
も
ま
た
『
円
弘
師
章
』
と
い
う
著
作
が
あ
り
、『
玄
隆
師
章
』
と
同
時
期
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
本
書
も
凝
然
の
『
華
厳
孔
目

章
発
悟
記
』
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
円
弘
の
伝
記
等
に
つ
い
て
は
一
切
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
の
諸
点
は
、
全
て
私
の
旧
稿
の
情
報
で
あ
る
。

　

次
に
研
究
史
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
『
教
時
諍
論
』
の
一
節
の
最
初
の
紹
介
者
が
、
八
木
昊
恵
氏
と
認
識
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
私
に
も
過
失
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
は
、
上
記
の
よ
う
に
八
木
氏
が
『
教
時
諍
論
』
の
一
節
を
紹
介

し
て
い
る
こ
と
を
注
記
し
た
。
し
か
し
、
私
は
『
教
時
諍
論
』
⑴
を
引
用
す
る
際
に
、
そ
れ
が
八
木
氏
の
発
見
し
た
一
節
で
あ
る
こ
と
を
、

繰
り
返
し
注
記
し
な
か
っ
た
。
こ
の
注
記
の
甘
さ
が
、
そ
の
後
に
『
教
時
諍
論
』
⑴
の
紹
介
者
が
八
木
氏
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
一
因
か

も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
明
記
し
て
お
き
た
い
。『
教
時
諍
論
』
⑴
の
発
見
者
は
、
玄
隆
で
あ
れ
円
弘
で
あ
れ
、
八
木
氏
で
あ
る
。
私
は
、
八

木
氏
が
玄
隆
の
紹
介
に
利
用
し
た
『
教
時
諍
論
』
の
一
節
中
の
円
弘
に
も
注
意
を
向
け
、『
円
弘
師
章
』
と
い
う
著
作
を
紹
介
し
た
。
し
か

し
、
私
が
繰
り
返
し
注
記
し
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
か
、
大
竹
氏
と
金
天
鶴
氏
は
、
八
木
氏
の
功
績
に
つ
い
て
全
く
言
及
せ
ず
に
、
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円
弘
の
出
身
を
推
定
す
る
資
料
と
し
て
『
教
時
諍
論
』
⑴
を
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
私
の
注
記
の
甘
さ
が
原
因
な
の
か
、
確

認
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
大
竹
氏
も
金
天
鶴
氏
も
、
私
の
旧
稿
自
体
に
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
（1
（

。

　

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
こ
と
は
、
大
竹・

金
天
鶴
氏
が
私
の
旧
稿
に
言
及
し
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
両
氏
が
、
八
木
氏
に
よ
る
『
教
時

諍
論
』
の
一
節
の
発
見
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
円
弘
の
研
究
を
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
日
で
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

に
よ
っ
て
、『
教
時
諍
論
』
の
一
節
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
ア
イ
デ
ア
さ
え
あ
れ
ば
容
易
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
八
木
氏
の
時
代
に
そ
の
一

節
を
指
摘
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
私
も
玄
隆
の
先
行
研
究
と
し
て
、
八
木
氏
の
研
究
に
辿
り
着
く
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
。

私
は
『
円
弘
師
章
』
の
研
究
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、
八
木
氏
に
よ
る
『
教
時
諍
論
』
の
一
節
の
発
見
を
銘
記
し
た
上
で
、
研
究
を
展
開

す
べ
き
と
考
え
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
在
で
も
円
弘
の
歴
史
的
位
置
を
考
え
る
資
料
は
、
八
木
氏
の
発
見
し
た
『
教
時
諍
論
』
⑴
し
か
確

認
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

常
盤
氏
か
ら
八
木
氏
へ
と
展
開
し
た
玄
隆・
円
弘
の
研
究
は
、「
三
一
権
実
論
争
」
を
彩
る
人
々
と
し
て
彼
ら
を
浮
上
さ
せ
た
。
こ
の
視

点
は
、
歴
史
的
資
料
の
乏
し
い
こ
の
二
人
の
史
的
位
置
の
計
る
目
安
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
の
研
究
の
指
針
の
一
つ
も
こ
こ
に
あ
る
。

大
竹
氏
は
『
法
華
経
論
』
の
訳
注
研
究
に
際
し
て
、
円
弘
撰
『
子
注
』
の
写
本
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
金
天
鶴
氏
は
『
子
注
』
の

写
本
研
究
を
開
始
す
る
。
こ
れ
ら
は
円
弘
研
究
の
具
現
化
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
円
弘
研
究
は
「
三
一
権
実
論

争
」
の
ど
こ
か
に
、
そ
の
場
所
を
見
出
す
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
再
び
常
盤・

八
木
氏
の
研
究
が
回
顧
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
に
金
炳

坤
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
『
子
注
』
の
流
伝
を
研
究
し
、
伝
最
澄
撰
『
三
平
等
義
』
中
の
「
注
云
」
が
『
子
注
』
の
引
用
、
あ
る
い
は
常

騰
撰
『
法
華
論
注
』（
略
称
『
常
騰
注
』）
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
（1
（

。
さ
ら
に
金
炳
坤
氏
は
『
三
平
等
義
』
の
著
者
に
つ

い
て
「
円
仁
記・

安
然
注
か
」
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
。
こ
の
仮
説
の
検
証
は
今
後
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
金
炳
坤
氏
の
仮
説
が
妥
当
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で
あ
れ
ば
、
安
然
が
『
教
時
諍
論
』
に
お
い
て
円
弘
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
に
な
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
歴
史
で
は
な
い
。

歴
史
を
創
造
す
る
の
は
人
間
の
努
力
で
あ
る
。

　

次
に
『
円
弘
師
章
』
の
逸
文
か
ら
復
元
で
き
る
概
要
を
紹
介
し
、
私
の
問
題
意
識
も
述
べ
て
お
き
た
い
。『
円
弘
師
章
』
は
章
形
式
の

「
教
理
集
成
文
献
（
（1
（

」
の
一
種
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
文
献
の
特
徴
は
、
仏
教
用
語
を
一
つ
の
章
（chapter

）
と
見
做
し
、
そ
の
用
語

を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
。
主
に
、
複
数
の
経
や
論
か
ら
章
を
抽
出
す
る
文
献
（
略
称
「
複
数
型
」）
と
、
一
経
あ
る
い
は
一
論
に
依
拠
し

て
章
を
抽
出
す
る
文
献
（
略
称
「
単
数
型
」）
と
に
大
別
で
き
る
。
複
数
型
「
教
理
集
成
文
献
」
の
代
表
は
、
浄
影
寺
慧
遠
の
『
大
乗
義

章
』
二
十
巻
（
現
存
巻
数
、
分
巻
二
十
六
巻
）
で
あ
り
、
本
文
献
は
複
数
の
文
献
か
ら
章
を
抽
出
し
、
五
聚
（
教・

義・

因・

果・

雑
。

雑
は
散
逸
）
の
構
成
に
よ
っ
て
編
集
し
た
著
作
で
あ
る
。
ま
た
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
―
六
八
二
）
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』（
略
称
『
義

林
章
』）
も
複
数
型
の
教
理
集
成
文
献
で
あ
る
。
し
か
し
、『
義
林
章
』
は
『
大
乗
義
章
』
と
は
異
な
り
、
配
列
順
序
に
明
確
な
意
図
は
無

い
。
単
数
型
の
代
表
は
智
儼
（
六
〇
二
―
六
六
八
）
の
『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』（
略
称
『
孔
目
章
』）
で
あ
り
、『
孔
目
章
』
は
六
十

巻
本
『
華
厳
経
』
に
依
拠
し
た
章
形
式
の
教
理
集
成
文
献
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
章
形
式
の
教
理
集
成
文
献
の
起
源
は
中
国
の
南
北
朝
末

期
（
六
世
紀
頃
）
に
遡
り
、
初
唐
（
八
世
紀
頃
）
に
至
る
ま
で
盛
ん
に
撰
述
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
影
響
は
韓
国
や
日
本
に
も
波
及
し

た
よ
う
で
あ
る
。
新
羅
の
教
理
集
成
文
献
と
し
て
、
芬
皇
寺
玄
隆
の
『
玄
隆
師
章
』
が
あ
る
。『
玄
隆
師
章
』
は
散
逸
し
、
日
本
の
仏
教
文

献
か
ら
一
部
が
復
元
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
複
数
型
に
属
す
。
ま
た
鎌
倉
時
代
の
教
理
集
成
文
献
と
し
て
、

道
元
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）
の
『
正
法
眼
蔵
』
が
あ
る
。『
正
法
眼
蔵
』
は
、
時
代
も
大
幅
に
降
る
た
め
に
、
明
確
に
章
形
式
を
採
用

せ
ず
、
ま
た
各
項
目
の
出
典
に
「
禅
語
」
を
交
え
る
等
、
曖
昧
な
形
式
の
文
献
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
教
理
集
成
文
献
の
子
孫
と
し
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て
の
性
格
を
失
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
複
数
型
の
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
教
理
集
成
文
献
」
の
一
種
と
推
定
さ
れ
る
『
円
弘
師
章
』
は
複
数
型
で
あ
り
、「〈
作
者
名
〉
＋
〈
敬
称
（
師
）〉
＋
〈
著
作
形
式
（
章
）〉」

と
い
う
珍
し
い
書
名
を
有
す
る
。
こ
の
書
名
は
作
者
自
身
の
命
名
と
は
考
え
難
い
。
お
そ
ら
く
、『
円
弘
師
章
』
は
、
同
一
あ
る
い
は
類
似

の
書
名
を
も
つ
著
作
を
区
別
す
る
た
め
に
、
書
写
、
あ
る
い
は
伝
播
の
過
程
で
便
宜
的
に
採
用
さ
れ
た
仮
称
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
本
来
の

書
名
が
失
わ
れ
た
結
果
、
こ
の
書
名
で
流
通
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
奈
良
の
書
写
記
録
に
よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
だ
け
で
な
く
、「
～
師

章
」
と
呼
ば
れ
る
文
献
は
『
玄
隆
師
章
』
な
ど
複
数
存
在
し
た
。
例
え
ば
『
大
日
本
古
文
書
』
に
よ
れ
ば
、
延
べ
十
五
種
「
～
師
章
」
と

い
う
書
名
の
文
献
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
～
師
章
」
と
記
録
さ
れ
る
文
献
群
を
、
作
業
仮
説
と
し
て
「
師
章
文
献
」
と
総
称
し
た

い
。
大
半
の
「
師
章
文
献
」
は
散
逸
し
失
わ
れ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
そ
の
一
部
は
日
本
の
文
献
に
逸
文
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

「
師
章
文
献
」
の
中
に
は
、
本
来
の
書
名
を
復
元
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
復
元
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。「
師
章
文
献
」
と
い
う
作
業
仮

説
は
日
本
の
文
献
伝
承
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
来
の
名
称
が
復
元
さ
れ
れ
ば
、
仮
説
の
役
割
を
終
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
『
玄

隆
師
章
』
や
『
円
弘
師
章
』
は
、
現
在
で
も
本
来
の
書
名
を
復
元
で
き
な
い
。
さ
ら
に
『
玄
隆
師
章
』
と
比
較
す
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
は

作
者
の
出
身
が
未
確
定
で
あ
り
、
引
用
例
も
少
な
く
研
究
は
困
難
を
極
め
る
。
し
か
し
近
年
、
大
竹
晋
氏
、
金
天
鶴
氏
、
金
炳
坤
氏
が
、

円
弘
撰
『
子
注
』
の
発
見
と
研
究
を
開
始
し
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
私
も
『
円
弘
師
章
』
と
い
う
謎
の
「
教
理
集
成
文
献
」
の
解
明
に
寄

与
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
節 『
円
弘
師
章
』
の
流
伝

　

円
弘
の
伝
記
は
未
詳
で
あ
り
、
僅
か
に
安
然
の
『
教
時
諍
論
』
に
名
を
留
め
る
。
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⑴�

玄
隆・

円
弘・

補
昉・

秦
賢
、
並
作
章
疏
、
共
称
禀
受
三
蔵
之
旨
、
而
多
違
背
基
師
之
義
。（
大
正
七
五
、
三
六
五
下
）

〔�
私
訳
〕
玄
隆
と
円
弘
と
神
昉
（
補
昉
）
と
太
賢
（
秦
賢
）
は
、
皆
な
章
や
疏
を
撰
述
し
、
共
に
〔
玄
奘
〕
三
蔵
の
お
考
え
を
継
承
し

た
と
称
し
な
が
ら
も
、
多
く
の
場
合
、
基
師
の
考
え
に
違
反
す
る
。

　

こ
の
『
教
時
諍
論
』
⑴
は
、
八
木
昊
恵
氏
に
よ
っ
て
「
三
一
権
実
論
争
」
の
一
齣
を
考
え
る
資
料
と
し
て
、
私
の
知
る
限
り
初
め
て
紹

介
さ
れ
た
（
（1
（

。
こ
の
内
、
円
弘
を
除
く
三
師
が
新
羅
出
身
で
あ
る
こ
と
が
、
大
竹
氏
の
円
弘
＝
新
羅
出
身
説
の
推
定
根
拠
で
あ
る
（
（1
（

。
私
も
『
教

時
諍
論
』
⑴
を
知
っ
て
以
来
、
円
弘
を
新
羅
人
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、
⑴
は
円
弘
＝
新
羅
人
説
の
決
定
的
な
根
拠
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
円
弘
師
章
』
逸
文
⑫
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
以
下
、
逸
文
番
号
は
第
七
節
に
対
応
）。

　

⑵�

依
之
唐
土
人
師
。「
以
相
分
従
本
質
名
異
熟
」〈
云
云
〉。（『
唯
識
論
同
学
鈔
』
大
正
六
六
、
九
四
上
七
―
八
、
逸
文
⑫
）

　

⑶�

原
本・

乙
本
傍
注
曰
。『
円
弘
師
章
』
二
。（『
唯
識
論
同
学
鈔
』
大
正
六
六
、
九
四
、
脚
注
２
）

　
『
同
学
鈔
』
⑵
に
紹
介
さ
れ
る
「
唐
土
人
師
」
の
説
は
、『
同
学
鈔
』
原
本・

乙
本
傍
注
⑶
に
よ
れ
ば
『
円
弘
師
章
』
巻
第
二
の
説
、
即

ち
円
弘
の
説
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
同
学
鈔
』
原
本・

乙
本
の
傍
注
者
（
（1
（

は
、
円
弘
を
「
唐
土
人
師
」
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
唐

土
」
は
中
国
（
唐
）
に
限
定
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
韓
国
（
新
羅
）
を
含
む
の
か
、
議
論
は
分
か
れ
る
だ
ろ
う
（
（1
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

『
同
学
鈔
』
の
傍
注
の
記
載
時
期
に
、
⑵
は
「
唐
土
人
師
」
の
学
説
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
、
私
は
円
弘
の
出
身
に
拘
ら
な
い
。
安
然
に
よ
っ
て
、
円
弘
は
三
人
の
新
羅
出
身
者
と
併
記
さ
れ
な
が
ら
、
基
と
は
異
な
る
学
説
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の
主
張
者
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
受
け
止
め
て
お
き
た
い
。
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
し
な
い
が
、
そ
れ
を
決
定

す
る
根
拠
も
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　
『
円
弘
師
章
』
の
流
伝
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
の
書
写
記
録
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
金
天
鶴
氏
が

こ
の
作
業
の
先
鞭
を
つ
け
た
が
、
私
は
二
種
の
視
点
か
ら
史
料
を
選
択
し
た
（
（1
（

。
第
一
の
視
点
は
、『
円
弘
師
章
』
と
一
緒
に
書
写
さ
れ
て
い

る
も
の
は
何
か
。
第
二
の
視
点
は
、
誰
が
『
円
弘
師
章
』
に
か
か
わ
っ
た
の
か
。

　

第
三
の
視
点
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
の
『
円
弘
師
章
』
の
記
録
を
幾
つ
か
確
認
し
て
お
く
（『
大
日
本
古
文
書
』
＝
略
号
『
編
年
文

書
』、
引
用
文
例
は
可
能
な
限
り
新
字
体
に
改
め
た
。「
／
」
は
改
行
記
号
）。

　

❶�

「
写
経
目
録
〈
正
倉
院
文
書・

続
々
修
十
二
帙
三
〉」
天
平
五
年
（
七
三
三
）、『
編
年
文
書
』
第
七
巻・

五
―
六
頁
。

　

最
勝
盻
簡
一
巻
〈
黄
色
漆
軸
綺
帯
〉

　
　
　

円
弘
章
四
巻
〈
黄
色
漆
軸
綺
帯
《
五
年
閏
三
月
十
日
内
進
》
用
紙
一
百
廿
四
〉

法
華
経
一
部
〈
注
復
（
複
＝
傍
注
）
為
一
巻
唐
白
紙
短
■
〉

最
勝
王
経
一
部
〈
注
復
（
複
＝
傍
注
）
一
巻
唐
白
紙
《
閏
三
月
内
進
》〉

天
平
五
年
正
月
始
写

　

…
（
中
略
）
…

　
　
　

二
月
卅
日
、
内
堂
進
納
、
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❷�

「
写
経
所
啓
案
〈
正
倉
院
文
書・

続
々
修
四
十
二
帙
裏
書
二
〉」
天
平
七
年
（
七
三
五
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
七
巻・

四
三
頁
。

写
経
并
疏
七
十
六
巻
〈
大
宝
積
経
十
八
巻　

法
林
章
廿
巻
／
円
弘
章
四
巻　

唯
識
論
疏
廿
巻
／
弁
中
弁
（
辺
カ
＝
傍
注
）
論
疏
三
巻　

法
華
経
疏
十
巻
〉　

用
紙
三
千
六
百

　

❸�

「
写
経
所
啓
〈
正
倉
院
文
書・

続
々
修
十
四
帙
一
〉」
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
七
巻・

四
九
一
頁
。

七
処
八
会
一
巻　

海
印
三
昧
論
一
巻　

円
弘
師
章
四
巻　

〇
四
分
律
抄
六
巻
／
以
上
道
済
師
本

　

❹�

「
一
切
経
間
校
帳
〈
正
倉
院
文
書・

続
々
修
二
十
六
帙
五
〉」
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
八
巻・

二
一
二
頁
。

二
月
四
日
円
弘
章
第
三
用
五
十
〈
一
校
豊
広
〇
／
二
宅
足
〇
〉
第
四
巻
用
廿
六
〈
一
宅
足
〇
〇
／
二
家
主
〇
〉

　

❺�

「
続
々
修
十
三
帙
五
」
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
八
巻・

五
三
五
頁
。

〇
円
弘
章
四
巻　

百
五
十
四
紙

　

❻�

「
写
疏
充
紙
手
実
案
帳
〈
正
倉
院
文
書・

続
々
修
一
九
帙
五
〉」
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
八
巻・

六
〇
三
頁
。

…
（
前
略
）
…
大
乗
義
林
疏
第
六
巻
〈
卅
六
〉
円
弘
章
疏
第
二
巻
〈
卌
（
（2
（

〉
之
中
〈
廿
一
張
写
阿
曇
広
万
呂
／
十
九
張
写
山
部
万
呂
〉

／
天
平
十
七
（
年
＝
傍
注
）
十
二
月
八
日
「
撿
酒
主
」
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❼�

「
写
疏
充
紙
手
実
案
帳
〈
正
倉
院
文
書・

続
々
修
一
九
帙
五
〉」
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
八
巻・

六
〇
五
頁
。

円
弘
章
第
一
巻
〈
用
卅
八
枚
／
破
一
〉
…
（
中
略
）
…
／
十
二
月
八
日
「
撿
酒
主
」

　

❽�

「
経
疏
奉
請
帳
〈
正
倉
院
文
書・

続
々
修
十
五
帙
四
〉」
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
十
巻・

二
八
六
頁
。

法
苑
林
章
七
巻　

円
弘
章
四
巻　

大
乗
義
林
章
十
二
巻
〈
基
造
〉　

唯
識
枢
要
四
巻
／
法
華
経
疏
十
巻
〈
基
造
〉　

掌
珍
論
二
巻　

掌

珍
論
疏
二
巻　

因
明
論
疏
二
巻
〈
基
述
（
造
＝
傍
注
）〉
／
又
二
巻
〈
円
測
師
撰
〉　

唯
識
論
疏
十
巻
〈
円
測
師
撰
〉

　

右
、
依
小
尼
公
天
平
十
九
年
九
月
廿
三
日
宣
、
奉
請
内
裏
、
使
阿
倍
真
道
、
／
知
田
辺
判
官
／
次
官
佐
伯
宿
祢

　

❾�

「
写
書
布
施
勘
定
帳
〈
正
倉
院
文
書・
続
々
修
十
三
帙
八
〉」
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
十
二
巻・

五
七
―
六

〇
頁
。

　

円
弘
章
四
巻
〈
円
弘
師
〉
…
（
後
略
）
…

以
前
、
経
論
并
疏
章
伝
、
注
顕
如
右
、
謹
解
／
天
平
勝
宝
三
年
九
月
廿
日
維
那
僧
／
大
学
頭
／
小
学
頭

　

❿�

「
従
行
信
師
奉
請
経
論
疏
目
録
〈
正
倉
院
文
書・

続
々
修
十
六
帙
一
〉」
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
十
二
巻・

三
八
四
―
三
八
五
頁
。

　

□
奉
請
経
論
并
疏
一
百
廿
三
巻

　

賢
愚
経
一
部
〈
十
六
巻
／
（
異
筆
下
同
ジ
＝
傍
注
）
／
「
帙
二
枚
」〉　

〇
雑
宝
蔵
経
一
部
〈
八
巻
／
「
帙
一
」〉
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〇
唯
識
枢
要
四
巻　

〇
掌
珍
論
二
巻
／
〇
又
疏
二
巻　

〇
因
明
論
疏
五
巻

〇
唯
識
論
九
巻
〈「
帙
一
」〉　

〇
摂
論
十
巻
〈「
帙
一
」〉

〇
唯
識
疏
八
巻　

〇
最
勝
王
経
（
疏
脱
カ
＝
傍
注
）
一
部
八
巻
〈
勝
荘
師
〉

〇
又
一
部
五
巻
（
憬
興
師
）　

〇
法
花
疏
一
部
十
巻
〈
基
述
〉

〇
大
乗
義
林
章
一
部
〈
十
二
巻
〉　

〇
円
弘
章
四
巻
／
衆
経
要
集
一
部
〈
七
巻
〉　

〇
判
比
量
一
巻

〇
大
唐
西
域
記
一
部
〈
十
二
巻
／
「
帙
一
」〉

　

右
、
従
行
信
師
所
奉
請
内
裏
、〈「
在
内
堂
」〉

以
前
、
経
論
疏
等
、
以
四
年
十
月
廿
八
日
、
自
内
裏
請
来
、

　

⓫�

「
一
切
経
奉
請
文
書
継
文
〈
正
倉
院
文
書・
続
々
修
十
七
帙
七
〉」
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
条
、『
編
年
文
書
』
第
十
七
巻・

七
九

―
八
〇
頁
。

円
弘
章
四
巻
〈
一
帙
〉
…
（
後
略
）
…

右
件
疏
等
、
附
廻
使
殿
来
豊
足
、
且
令
請
如
件
、
以
移
、
／
景
雲
二
年
九
月
廿
六
日
主
典
建
部
／
小
橋
公
／
案
主
上
村
主
馬
養

　
『
円
弘
師
章
』
の
書
写
記
録
は
天
平
五
年
（
七
三
三
）
正
月
に
始
ま
り
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
九
月
二
六
日
ま
で
続
い
て
い
る

（
史
料
❶
⓫
（
（2
（

）。
史
料
❶
「
写
経
目
録
」
は
『
円
弘
師
章
』
の
最
初
の
書
写
記
録
で
あ
る
。
こ
の
「
写
経
目
録
」
は
、
天
平
三
年
（
七
三
一
）

条
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
七
三
一
年
に
書
写
さ
れ
た
の
は
、『
仏
頂
経
』『
涅
槃
経
』（
八
十
四
巻
）『
涅
槃
経
』（
卅
巻
）『
法
華
経
』（
八
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巻
）
の
四
部
だ
け
で
あ
る
。
実
際
に
『
円
弘
師
章
』
は
天
平
五
年
（
七
三
三
）
正
月
に
書
写
を
開
始
し
、
同
年
閏
三
月
十
日
に
内
裏
の
「
内

堂
」
に
収
蔵
さ
れ
た
。「
内
堂
」
が
「
内
裏
」
＝
平
城
京
の
宮
中
に
存
在
し
た
図
書
館
の
一
種
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
史
料
❿
か
ら
み
て
明
白

で
あ
る
。
最
古
の
書
写
の
記
録
（
❶
）
に
よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
は
「
円
弘
章
四
巻
」
と
記
録
さ
れ
、
黄
色
（
（2
（

、
漆
軸
、
綺
帯
と
呼
ば
れ
る

紐
で
装
丁
さ
れ
た
「
一
廿
四
紙
」
の
巻
子
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他
の
史
料
を
勘
案
す
れ
ば
、「
一
廿
四
紙
」
の
「
廿
」
は
「
五
」
の
誤
写

と
思
わ
れ
る
。『
円
弘
師
章
』
は
四
巻
の
総
紙
数
は
一
五
四
紙
（
❺
）。
各
巻
の
内
訳
は
巻
第
一
＝
三
八
紙
（
❼
（
（2
（

）、
巻
第
二
＝
四
〇
紙

（
❻
）、
巻
第
三
＝
五
〇
紙
（
❹
）、
巻
第
四
＝
二
六
紙
（
❹
）。
合
算
す
れ
ば
一
五
四
紙
で
あ
る
。
即
ち
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
『
円
弘
師

章
』
は
、
四
巻
一
五
四
紙
の
写
本
と
し
て
作
成・

伝
承
さ
れ
て
い
た
。

　

次
に
、『
円
弘
師
章
』
の
書
写
状
況
は
主
に
Ａ
Ｂ
二
群
に
分
類
で
き
る
。

Ａ
群
…
❷
❻
❽
❿　
　
　

Ｂ
群
…
❸

　

Ａ
群
で
は
、『
円
弘
師
章
』
は
「
義
林
章
」「
唯
識
論
疏
」
等
の
玄
奘
系
統
（「
法
相
宗
」）
の
章
疏
、
あ
る
い
は
『
判
比
量
論
』
な
ど
の

因
明
と
一
緒
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
重
複
す
る
文
献
も
み
ら
れ
る
の
で
、『
円
弘
師
章
』
が
受
容
さ
れ
た
環
境
も
う
か
が
わ
れ
る
。
史
料
❿

は
Ａ
群
最
後
の
書
写
記
録
で
あ
る
が
、
上
記
の
特
徴
だ
け
で
な
く
、
新
羅
系
統
の
文
献
と
と
も
に
『
円
弘
師
章
』
は
書
写
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

Ｂ
群
と
し
て
紹
介
す
る
史
料
は
一
点
だ
け
で
あ
る
も
の
の
（
❸
）、『
大
日
本
古
文
書
』
の
中
に
こ
の
種
の
書
写
記
録
は
複
数
存
在
す
る
。
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お
そ
ら
く
Ｂ
群
は
「
華
厳
宗
」
系
統
の
書
写
リ
ス
ト
と
推
定
で
き
る
。「
海
印
三
昧
論
」
は
、
お
そ
ら
く
新
羅
明
皛
の
著
作
と
推
定
さ
れ
る

が
、
こ
れ
も
新
羅
系
統
の
文
献
と
と
も
に
『
円
弘
師
章
』
は
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
奈
良
時
代
に
お
け
る
新
羅
仏
教

の
強
い
影
響
を
考
え
れ
ば
、
Ａ
Ｂ
二
系
統
に
新
羅
の
仏
教
文
献
の
影
響
が
強
い
か
ら
と
言
っ
て
、『
円
弘
師
章
』
の
作
者
を
特
定
す
る
根
拠

と
し
て
は
弱
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
Ａ
Ｂ
二
系
統
は
書
写
者
、
あ
る
い
は
所
持
者
の
名
前
が
わ
か
る
。

　

Ａ
系
統
❽
は
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）、
小
尼
公
が
「
内
裏
」
に
閲
覧・

借
用・

書
写
を
要
請
し
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
作
者
の

判
明
す
る
の
は
円
弘
、
基
、
円
測
の
三
人
で
あ
る
。
基
と
円
測
は
、
善
珠
（
七
二
三
―
七
九
七
）
が
「
西
明
慈
恩
共
我
一
師
、
何
決
是
非

偏
破
西
明
（
（2
（

」
と
述
べ
て
尊
重
し
た
二
人
で
あ
る
。
史
料
❽
は
、
そ
の
善
珠
の
二
十
歳
前
半
の
記
録
で
あ
り
、
善
珠
の
著
作
に
も
『
円
弘
師

章
』
は
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
系
統
❿
は
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）、
行
信
が
「
内
裏
」
の
「
内
堂
」
に
要
請
さ
れ
た
写
本
リ
ス
ト
で
あ
る
（
（2
（

。
松
本
信
道
氏
に
よ
れ

ば
、
行
信
は
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
の
仁
王
会
を
契
機
と
し
て
大
僧
都
を
辞
任
、
あ
る
い
は
解
任
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
同
氏
は
、
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
四
月
九
日
、
大
仏
の
開
眼
会
を
見
越
し
、
橘
諸
兄
の
主
導
す
る

行
信
（
大
僧
都
）
を
首
班
と
す
る
僧
綱
か
ら
、
藤
原
仲
麻
呂
の
主
導
す
る
菩
提
（
僧
正
）・

良
弁
（
少
僧
都
）・

道
璿
（
律
師
）・

隆
尊
（
律

師
）
を
首
班
と
す
る
僧
綱
へ
政
治
状
況
が
移
行
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。
私
に
は
、
そ
の
当
否
は
判
断
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
解

任
で
は
無
か
っ
た
と
推
定
す
る
。
と
い
う
の
も
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
の
仁
王
会
に
お
い
て
行
信
が
中
心
的
役
割
を
担
い
、
同
五

年
（
七
五
三
）
の
仁
王
会
（
主
導
者
は
善
珠
）
に
お
い
て
行
信
の
『
仁
王
経
疏
』
が
奉
請
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
（
（2
（

、
七
五
三
年
の
奈
良
の
仏

教
界
に
お
い
て
行
信
は
軽
視
さ
れ
る
存
在
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
❿
（
（2
（

は
、
松
本
氏
が
行
信
の
『
仁
王
経
疏
』
の
執
筆
時
期
（
天
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平
勝
宝
二
年
―
五
年
）
と
推
定
さ
れ
た
期
間
の
史
料
で
あ
る
。
史
料
❿
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
行
信
の
修
学
に
関
す
る
熱
意
で
あ
り
、
中

国・
韓
国
の
「
法
相
宗
」
系
統
の
章
疏
を
中
心
に
幅
広
く
書
写
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
『
円
弘
師
章
』
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

大
僧
都
ま
で
上
り
詰
め
た
行
信
に
よ
っ
て
『
円
弘
師
章
』
が
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
史
料
❿
は
❽
（
少
尼

公
）
の
リ
ス
ト
と
重
複
し
な
が
ら
総
数
は
増
加
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
行
信
は
小
尼
公
の
リ
ス
ト
を
参
照
し
て
蔵
書
を
増
や
し
て
い
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

Ｂ
系
統
❸
は
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
に
道
済
の
所
持
本
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
道
済
は
「
華
厳
宗
」
系
統
の
僧
侶
と

思
わ
れ
、
先
述
し
た
よ
う
に
新
羅
系
統
の
『
海
印
三
昧
論
』
も
所
持
し
て
い
る
。
ま
た
書
写
年
代
も
Ａ
系
統
よ
り
も
早
い
の
で
、『
円
弘
師

章
』
は
記
録
か
ら
み
る
限
り
「
法
相
宗
」
系
統
よ
り
も
「
華
厳
宗
」
系
統
に
お
い
て
先
に
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、『
円
弘
師
章
』
と
『
子
注
』
は
同
一
の
書
写
記
録
に
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
現
存
史
料

に
よ
る
限
り
、
円
弘
と
い
う
固
有
名
の
下
に
彼
の
著
作
は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
仏
典
目
録
の
記
録
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

円
弘
師
章
四
巻
〈
百
二
十
紙
〉（『
法
相
宗
章
疏
』
大
正
五
五
、
一
一
四
〇
上
）

円
弘
師
章
四
巻
（『
注
進
法
相
宗
章
疏
』
大
正
五
五
、
一
一
四
四
中
）

円
弘
章
五
巻
〈
或
云
円
弘
師
章
。
諸
録
云
四
巻
。
見
新
本
有
五
巻
〉（『
東
域
伝
灯
目
録
』
大
正
五
五
、
一
一
六
三
上
）
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特
徴
と
し
て
、『
円
弘
師
章
』
は
「
法
相
宗
」
系
統
の
目
録
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
、『
東
域
伝
灯
目
録
』（
一
〇
九
四
年
）
の
成
立
時
期
に

は
五
巻
本
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
日
で
は
本
文
献
は
散
逸
し
、
逸
文
だ
け
確
認
で
き
る
。

　
『
円
弘
師
章
』
の
書
写
の
上
限
か
ら
、
円
弘
の
生
没
年
の
下
限
は
七
三
三
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
（
（2
（

。
ま
た
、『
円
弘
師
章
』
は
玄
奘
訳
を
利

用
し
て
い
る
の
で
、
円
弘
は
玄
奘
帰
国
の
六
四
五
年
以
降
に
も
活
動
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
円
弘
の
活
動
年
代
は
七
世
紀
中
葉
か
ら
八
世

紀
初
頭
で
あ
る
。
こ
の
年
代
推
定
に
よ
れ
ば
、
円
弘
は
、
元
暁
（
六
一
七
―
六
八
六
）、
慧
沼
（
六
四
八
―
七
一
四
）、
法
蔵
（
六
四
三
―

七
一
二
）、
智
周
（
六
六
八
―
七
二
三
）
等
と
同
時
代
で
あ
る
。

第
三
節　
『
円
弘
師
章
』
逸
文
の
考
察

　

本
節
で
は
、
二
十
四
種
の
『
円
弘
師
章
』
四
巻
の
逸
文
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

ま
ず
『
円
弘
師
章
』
の
全
体
の
構
成
を
検
討
す
る
。

　

⑷�

仏
法
東
漸
、
震
旦
甚
昌
。
大
乗
諸
師
多
陳
唯
識
義
。
…
（
中
略
）
…
法
相
宗
中
、
慈
恩
大
師
『
法
苑
』「
唯
識
」
建
立
十
門
分
別
義

理
。
一
出
体
、
二
弁
名
、
三
離
合
会
釈
、
四
何
識
為
観
、
五
顕
類
差
別
、
六
修
証
位
次
、
七
観
法
何
性
、
八
諸
地
依
起
、
九
断
諸
障

染
、
十
帰
摂
二
空
。
新
羅
慶
皇
寺
玄
隆
法
師
有
「
唯
識
章
」
七
門
分
別
。
一
名
、
二
体
、
三
見
相
差
別
門
、
四
観
行
門
、
五
摂
諸
識

門
、
六
共
果
差
別
門
、
七
観
行
位
地
門
。
円
弘
法
師
造
四
巻
章
、
名
『
円
弘
章
』。
彼
第
一
巻
有
「
唯
識
義
」
三
門
分
別
。
一
釈
名
。

二
出
体
。
三
問
答
。
此
三
宝
章
并
法
相
宗
。（『
華
厳
十
重
唯
識
瑺
鑑
記
』
巻
第
七
、
新
版
仏
全
三
六
、
三
五
五
中
、
新
版
日
蔵
七
五
、

一
一
七
上
下
、
逸
文
㉒
）
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⑷
に
よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』（「
円
弘
章
」）
第
一
巻
に
「
唯
識
義
」
が
あ
り
、「
一
釈
名
」「
二
出
体
」「
三
問
答
」
の
三
門
分
別
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。『
円
弘
師
章
』
巻
第
一
「
唯
識
義
」
は
、
基
「
唯
識
義
」
や
玄
隆
「
唯
識
章
」
と
比
較
し
て
門
数
は
少
な
い
。

　

⑸�

心
識
義
理
、
諸
師
多
立
。
浄
影
大
師
『
大
乗
義
章
』
第
三
有
「
八
識
義
」。
道
基
法
師
『
摂
論
義
章
』
第
一・

二・

三
有
「
九
識
義
」。

慈
恩
大
師
『
法
苑
』
第
一
立
「
唯
識
義
」。『
円
弘
章
』
第
一
有
「
唯
識
義
」。
第
二
立
「
八
識
義
」。『
玄
隆
章
』
中
有
「
唯
識
義
」。

（『
発
悟
記
』
巻
第
十
四
、
新
版
仏
全
三
六
、
九
一
下
、
逸
文
⑲
）。

　

⑸
に
よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
第
一
巻
に
「
唯
識
義
」、
第
二
巻
に
「
八
識
義
」
が
あ
る
。
ま
た
⑸
に
よ
れ
ば
、「
唯
識
義
」
は
新
訳
唯
識

に
属
し
、「
八
識
義
」「
九
識
義
」
は
旧
訳
唯
識
に
属
す
る
傾
向
が
あ
る
。
つ
ま
り
『
円
弘
師
章
』
は
、
義
目
の
点
か
ら
新
訳・

旧
訳
両
系

統
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

⑹�

四
諦
義
理
、
諸
師
多
解
。
浄
影
『
義
章
』
第
三
。『
阿
毘
曇
章
』
第
十
四
。『
成
実
義
章
』
第
一・

第
二・

第
三・

第
四
。
天
台
『
法

界
次
第
』
中
巻
。『
円
弘
章
』
第
一
。『
玄
澄
（
隆
？
）
章
』
第
一
。
定
賓
『
飾
修
記
』
第
七
。
此
等
諸
文
明
四
諦
義
。（『
発
悟
記
』

巻
第
十
二
、
新
版
仏
全
三
六
、
八
〇
中
、
逸
文
⑮
）

　

⑹
に
よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
巻
第
一
に
「
四
諦
義
」（
仮
題
）
が
あ
る
。
こ
の
「
四
諦
義
」
も
ま
た
、
新
訳
以
前
の
系
統
に
多
く
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
他
、
逸
文
⑯
に
よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
巻
第
二
に
「
三
業
義
」
あ
る
い
は
「
表
無
表
色
義
」（
い
ず
れ
も
仮
題
）
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
四
巻
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
円
弘
師
章
』
巻
第
一
…
「
唯
識
義
」（
仮
題
）、「
四
諦
義
」（
仮
題
）

『
円
弘
師
章
』
巻
第
二
…
「
八
識
義
」、「
三
業
義
」（
仮
題
）

　

こ
れ
ら
の
構
成
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、『
円
弘
師
章
』
は
『
大
乗
義
章
』
の
よ
う
な
増
一
法
（
法
数
の
順
序
）
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
「
四
諦
義
」（
巻
第
一
）
と
「
三
業
義
」（
巻
第
二
）
の
順
序
に
依
拠
す
る
推
定
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
仮
題
に
よ
っ
て
推
定
し
た
結

果
で
あ
る
。
ま
た
『
円
弘
師
章
』
は
「
教
理
集
成
文
献
」
と
し
て
複
数
型
に
属
し
、
特
定
の
経
論
か
ら
義
目
を
抽
出
し
た
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

　

次
に
「
唯
識
義
」
の
逸
文
と
推
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

⑺�

『
円
弘
章
』
第
一
云
。「
簡
持
義
是
唯
義
。
簡
塵
持
識
故
名
唯
也
。
簡
塵
者
、『
唯
識
論
』
云
。
唯
言
為
除
色
塵
等
。
持
識
者
、『
唯
識

論
』
云
。
三
界
唯
有
識
也
。
了
別
名
識
。
由
無
外
塵
唯
有
識
故
名
為
唯
識
。
通
名
唯
識
者
、
義
用
得
名
。
唯
義
識
用
也
」〈
已
上
〉。

如
此
等
也
。（『
発
悟
記
』
巻
第
十
四
、
新
版
仏
全
三
六
、
九
一
上
、
逸
文
⑱
）
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⑺
は
「
唯
識
」
の
語
義
解
釈
に
関
す
る
逸
文
で
あ
る
（
（3
（

。
円
弘
は
「
唯
」
を
「
簡
持
義
」
と
解
釈
し
、「
識
」
を
「
了
別
」
と
解
釈
す
る
。

「
簡
持
義
」
の
名
称
は
、
基
『
義
林
章
』
巻
第
一
「
唯
識
義
林
」
の
「
唯
」
の
三
義
（
簡
持
義
、
決
定
義
、
顕
勝
義
）
中
の
第
一
番
目
と
同

じ
で
あ
る
。

　

⑻�

此
翻
為
唯
。
唯
有
三
義
。
一
簡
持
義
。
簡
去
遍
計
所
執
生
法
二
我
。
持
取
依
他・

円
成
、
識
相・

識
性
。
成
唯
識
云
。「
唯
言
為
遮
離

識
我
法
。
非
不
離
識
心
心
所
等
」。（『
義
林
章
』「
唯
識
義
林
」
大
正
四
五
、
二
六
〇
上
）

　

⑺
⑻
は
共
に
「
唯
識
」
を
「
簡
持
義
」
と
し
て
解
釈
す
る
の
で
、『
円
弘
師
章
』
と
『
義
林
章
』
は
参
照
関
係
に
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ

ろ
う
。
問
題
は
そ
の
成
立
順
序
で
あ
る
。『
円
弘
師
章
』
⑺
は
真
諦
訳
『
大
乗
唯
識
論
（
（3
（

』（『
唯
識
二
十
論
』
の
異
訳
）
を
、『
義
林
章
』
⑻

は
玄
奘
訳
『
成
唯
識
論
』
巻
第
七
（
（3
（

を
典
拠
と
す
る
。
両
文
献
の
前
後
を
決
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
円
弘
師
章
』
と
『
義
林
章
』
と
で

は
、
異
な
る
訳
者
、
異
な
る
著
作
を
典
拠
と
す
る
の
で
、
そ
の
変
更
に
際
し
て
、
参
照
対
象
に
対
す
る
不
満
を
印
象
づ
け
る
。
円
弘
は
『
円

弘
師
章
』
の
他
の
個
所
（
逸
文
⑩
）
に
お
い
て
『
成
唯
識
論
』
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
彼
が
『
成
唯
識
論
』
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。

　

ま
た
『
円
弘
師
章
』
⑺
は
、
真
諦
訳
『
大
乗
唯
識
論
』
を
引
用
し
て
い
る
。
逸
文
①
～
⑭
の
「
法
相
宗
」
文
献
に
引
用
さ
れ
る
文
章
に

よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
は
玄
奘
訳
の
教
義
に
習
熟
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
も
の
の
、
玄
奘
訳
に
こ
だ
わ
っ
た
形
跡
は
無
い
。
例
え

ば
次
の
三
業
の
訳
語
に
注
目
し
た
い
。
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⑼�

『
円
弘
章
』
第
二
釈
総
別
名
云
。「
造
作
之
行
名
業
、
業
別
不
同
有
其
三
種
。
一
身
業
、
二
口
業
、
三
意
業
也
。
法
積
聚
名
身
。
依
身

（
義
）
発
業
名
為
身
業
。
面
門
〔
名
〕
口
。〔
依
口
〕
発
業
名
為
口
業
。
思
量
名
為
意
。
依
意
発
業
故
名
意
業
。
通
名
三
業
者
、
従
数

及
用
為
名
。
若
別
名
者
、
皆
従
所
依
得
名
」〈
已
上
〉。
直
名
身
業
等
。
此
釈
要
妙
也
。（『
発
悟
記
』
巻
第
十
二
、
新
版
仏
全
三
六
、

八
一
上
、
逸
文
⑯
）

　

円
弘
は
三
業
を
旧
訳
「
身
業
」「
口
業
」「
意
業
」
と
表
記
し
、
新
訳
「
身
業
」「
語
業
」「
意
業
」
を
用
い
て
い
な
い
。
基
撰
『
成
唯
識

論
掌
中
枢
要
』『
成
唯
識
論
述
記
』『
瑜
伽
師
地
論
略
纂
』『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』『
唯
識
二
十
論
述
記
』
に
、「
口
業
」
の
用
例
は
無
く
、

『
義
林
章
』
に
「
口
業
」
は
一
例
あ
る
も
の
の
『
十
地
経
論
』
の
引
用
部
分
で
あ
る
（
（3
（

。
基
の
「
語
業
」
の
使
用
は
か
な
り
徹
底
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
円
測
撰
『
解
深
密
経
疏
』
は
「
語
業
」
十
二
例
、「
口
業
」
は
二
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
口
業
」
の
う
ち
一
例
は

玄
奘
訳
『
解
深
密
経
』
の
「
口
出
矛
𥎞
」
に
由
来
し
、
も
う
一
例
は
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』
に
対
す
る
割
注
で
あ
る
（
（3
（

。
そ
の
意
味
で
は
、

円
測
も
「
語
業
」
の
使
用
を
徹
底
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
慧
沼
（
恵
沼
）
撰
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』、
智
周
撰
『
成
唯
識
論
演
秘
』
も
「
語

業
」
を
使
用
し
、「
口
業
」
を
使
用
し
て
い
な
い
。『
円
弘
師
章
』
⑼
は
三
業
の
語
義
解
釈
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
口
業
」
を
使
用
す
る
の
は
、

円
弘
が
玄
奘
訳
を
遵
守
す
る
環
境
に
無
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

次
に
⑼
中
「
三
業
」
を
「
従
数
及
用
為
名
」
と
解
釈
す
る
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
解
釈
の
特
徴
は
「
数
詞
＋
作
用
」
の
観
点

か
ら
対
象
を
解
釈
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
「
従
数
及
用
為
名
」
に
完
全
に
一
致
す
る
の
は
、
敦
煌
出
土
写
本
『
維
摩
経
疏
』
巻
第
三・

巻
第
六
（
擬
題
、
大
正
八
五
、
二
七
七
二
番
、P.2049, P.2040

（
（3
（

）
で
あ
る
。
本
『
維
摩
経
疏
』
は
、
注
釈
形
式
を
主
と
し
な
が
ら
も
、
四
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個
所
、
章
形
式
の
テ
ク
ス
ト
が
付
随
す
る
珍
し
い
文
献
で
あ
る
。
巻
第
三
に
「
五
眼
義
略
以
七
門
分
別
」、
巻
第
六
に
「
八
解
脱
義
七
門
分

別
」「
四
食
義
六
門
分
別
」「
三
身
義
六
門
分
別
」
が
あ
る
。
本
『
維
摩
経
疏
』
の
「
従
数
及
用
為
名
」
の
三
例
は
、「
五
眼
義
」「
八
解
脱

義
」「
四
食
義
」
に
お
け
る
各
主
題
の
解
説
部
分
に
あ
る
（
（3
（

。「
五
眼
義
」
を
例
示
し
よ
う
。

　

⑽�

第
一
釈
名
。
得
名
者
、
初
通
次
別
。
通
者
、
五
即
是
数
、
眼
即
是
用
。
照
導
前
境
、
称
之
為
眼
。
此
即
従
数
及
用
為
名
也
。
或
可
。

六
釈
之
中
、
帯
数
釈
也
。（『
維
摩
経
疏
』「
五
眼
義
」
大
正
八
五
、
三
九
一
中
）

　
『
維
摩
経
疏
』
⑽
は
「
従
数
及
用
為
名
」
の
句
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
主
題
の
語
を
「
通
／
別
」
に
区
別
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
、『
円

弘
師
章
』
⑼
に
一
致
す
る
。
こ
れ
も
『
円
弘
師
章
』
と
敦
煌
本
『
維
摩
経
疏
』
と
の
間
に
、
直
接
的
、
あ
る
い
は
間
接
的
な
参
照
関
係
に

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
維
摩
経
疏
』
⑽
は
「
帯
数
釈
」
と
い
う
六
合
釈
の
一
つ
を
明
示
し
て
い
る
の
で
、
玄
奘
訳
以
後
の
文
献
に
間

違
い
な
い
が
、『
円
弘
師
章
』
と
『
維
摩
経
疏
』
の
成
立
順
序
は
確
定
で
き
な
い
。

　
「
従
数
及
用
為
名
」
に
類
似
し
た
語
義
解
釈
と
し
て
、
基
は
『
義
林
章
』「
総
料
簡
章
」
に
お
い
て
七
種
の
「
古
説
」
を
紹
介・

批
判
し
、

彼
自
身
は
六
合
釈
の
利
用
を
主
張
し
て
い
る
（
（3
（

。
七
種
の
古
説
の
内
に
、
件
の
句
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
第
五
番
目
の
「
或
云
従

数
就
義
為
名
」
＝
「
帯
数
釈
」
は
、
⑼
⑽
の
「
従
数
及
用
為
名
」
に
近
い
用
例
で
あ
り
、「
義
」
と
「
用
」
の
相
違
に
過
ぎ
な
い
。「
従
数

及
用
為
名
」
を
「
従
数
及
義
為
名
」
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、
敦
煌
本
『
摂
大
乗
論
抄
』（
擬
題
）
の
「
十
一
切
入
義
」
で
あ
る
（
（3
（

。

　

⑾�

十
一
切
入
義
名
体
。
名
者
、
地・

水・

火・

風・

青・

黄・

赤・

白・

空
処・
識
。
此
等
十
法
、
各
遍
一
切
無
有
間
故
名
遍
。
入
為
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識
縁
故
名
入
。
通
名
即
従
数
及
義
為
名
也
。
別
名
即
従
境
為
名
也
。（『
摂
大
乗
論
抄
』
大
正
八
五
、
一
〇
〇
二
中
）

　
『
摂
大
乗
論
抄
』
⑾
は
「
従
数
及
義
為
名
」
の
句
を
使
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
主
題
の
語
を
「
通
／
別
」
に
区
別
し
て
解
釈
す
る
。
こ
れ

は
『
円
弘
師
章
』
と
敦
煌
本
『
維
摩
経
疏
』
に
共
通
す
る
。「
数
詞
＋
用
」
の
定
型
句
は
、『
円
弘
師
章
』
や
『
維
摩
経
疏
』
以
外
に
確
認

で
き
ず
、『
摂
大
乗
論
抄
』
の
「
数
詞
＋
義
」
よ
り
発
展
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
『
大
乗
義
章
』
を
含
む
「
地
論
宗
」
文
献
に
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
仏
教
語
の
語
義
解
釈
を
す
る
際
に
、
⑾
「
従
数
及
義
為
名
」
と
、
⑼
⑽
「
従
数
及
用
為
名
」
の
二
説
が
あ
り
、

『
義
林
章
』「
或
云
従
数
就
義
為
名
」
は
、『
摂
大
乗
論
抄
』
の
よ
う
な
解
釈
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

訳
語
「
口
業
」
と
「
数
詞
＋
用
」
の
問
題
か
ら
、
円
弘
は
玄
奘
訳
以
前
の
仏
教
解
釈
に
親
し
い
こ
と
は
判
明
す
る
も
の
の
、
そ
の
成
立

時
期
、
撰
述
地
域
、
円
弘
の
出
身
に
つ
い
て
確
定
で
き
る
も
の
は
無
い
。

　

⑿�

『
円
弘
章
』
云
。「
今
大
乗
中
三
業
、
同
以
遍
行
中
思
数
為
体
。
総
相
雖
然
、
於
中
分
別
。
能
発
身
思
、
名
為
身
業
。
能
発
語
思
名
為

口
業
。
尽
（
審
？
）・

決
二
思
名
為
意
業
。
出
『
成
唯
識
論
』
中
」〈
已
上
〉。（『
発
悟
記
』
巻
第
十
二
、
新
版
仏
全
三
六
、
八
一
中
、

逸
文
⑰
）

　
『
円
弘
師
章
』
⑿
は
、
三
業
の
自
性
（「
体
」）
を
「
遍
行
」
中
「
思
数
」
と
規
定
し
て
い
る
（「
総
相
」）。「
総
相
」
の
語
は
無
い
も
の

の
、
こ
の
解
釈
は
先
述
し
た
『
維
摩
経
疏
』
巻
第
六
（P.2040

）
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
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⒀�

此
明
三
業
。
色
形
積
聚
、
名
之
為
身
。
依
身
起
業
、
不
正
乖
理
、
称
為
邪
行
。
余
二
亦
然
。
並
以
遍
行
思
数
為
体
。（『
維
摩
経
疏
』

大
正
八
五
、
四
〇
三
中
）

　

文
章
も
含
め
て
⑿
と
⒀
の
間
に
は
何
ら
か
の
参
照
関
係
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
⑿
「
於
中
分
別
」（
身
思
、
語
思
、
審・

決
二

思
の
区
別
）
以
下
は
、『
成
唯
識
論
』
の
取
意
略
出
で
あ
り
（
（3
（

、
こ
こ
で
も
円
弘
は
「
語
業
」
を
「
口
業
」
に
改
め
て
い
る
。
こ
の
「
口
業
」

が
誤
写
で
な
け
れ
ば
、
円
弘
は
「
口
業
」
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
玄
奘
訳
の
絶
対
視
か
ら
距
離
を
取
っ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。

　

次
に
『
円
弘
師
章
』
巻
第
二
「
八
識
義
」
の
逸
文
を
検
討
し
た
い
。

　

⒁�

問
。
八
識
総
別
名
義
云
何
。
答
。『
円
弘
章
』
第
二
巻
「
八
識
義
」
中
「
釈
名
門
」
云
。「
七
九
中
間
名
八
。
了
別
故
名
識
。
識
別
不

同
有
八
。
一
眼
識
、
二
耳
識
、
三
鼻
識
、
四
舌
識
、
五
身
識
、
六
意
識
、
七
末
那
識
、
八
阿
頼
耶
識
。
能
見
色
名
眼
。
依
眼
分
別
故

名
眼
識
。
聞
声
曰
耳
。
依
耳
分
別
故
名
耳
識
。
齅
香
名
鼻
。
依
鼻
分
別
故
名
鼻
識
。
別
嘗
味
名
舌
。
依
舌
了
別
故
名
舌
識
。
触
対
名

身
。
依
身
了
別
故
名
身
識
。
覚
法
名
意
。
依
意
了
別
故
名
意
識
。
末
那
者
此
云
意
。
思
量
義
是
意
義
。
意
即
了
別
故
名
意
識
。
阿
頼

耶
者
此
翻
名
蔵
。
能
摂
諸
法
種
子・

及
愛
。
覆
蔵
義
故
名
為
蔵
。
即
了
別
故
名
蔵
識
。
通
名
八
識
、
従
数
用
為
名
。
眼
識
乃
至
意
識
、

此
六
識
従
根
為
名
。
後
二
種
識
約
用
受
名
」〈
已
上
〉。
略
知
名
義
、
如
此
。（『
発
悟
記
』
巻
第
十
四
、
新
版
仏
全
三
六
、
九
四
上
中
、

逸
文
⑳
）
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『
円
弘
師
章
』
⒁
は
「
八
識
」
の
語
釈
と
規
定
で
あ
る
。
円
弘
は
「
末
那
識
（
（4
（

」
と
「
阿
頼
耶
識
」
の
訳
語
を
使
用
す
る
の
で
、
こ
の
点
で

は
玄
奘
訳
を
尊
重
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
⒁
で
も
、
八
識
の
複
合
語
解
釈
と
し
て
「
従
数
用
為
名
」
を
使
用
し
て
い
る
（「
及
」
は
無
い
）。

　

難
解
な
の
は
、「
阿
頼
耶
」
を
規
定
す
る
「
及
愛
」
の
句
で
あ
る
。「
愛
」
の
字
は
、
凝
然
の
自
筆
本
を
確
認
し
た
が
難
読
で
あ
り
、
や

は
り
「
愛
」
と
読
む
べ
き
と
判
断
し
た
。
問
題
は
意
味
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
玄
奘
訳
『
雑
集
論
』、
及
び
基
撰
『
瑜
伽
師
地
論
略
簒
』

の
解
釈
に
関
連
す
る
。

　

⒂�

阿
賴
耶
識
者
、
謂
、
能
摂
蔵
諸
法
種
子
故
。
又
諸
有
情
取
為
我
故
。（『
雑
集
論
』
大
正
三
一
、
七
一
上
下
）

　

⒃�

阿
賴
耶
四
句
中
、
此
如
『
対
法
』
第
二
云
。「
阿
賴
耶
者
、
謂
能
摂
蔵
諸
法
種
子
。
又
諸
有
情
取
為
我
故
」。
即
我
愛
所
取
処
名
阿
賴

耶
。
今
取
後
義
。
故
八
地
等
捨
名
不
捨
体
。（『
瑜
伽
師
地
論
略
纂
』
大
正
四
三
、
一
七
八
下
）

　

⒁
の
「
及
愛
」
は
、
一
般
に
は
「
及
」
を
接
続
詞
と
理
解
し
、「
及
び
愛
」
と
読
む
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
読
み
方
で
は
、
主
語

は
「
阿
頼
耶
」
な
の
で
、「
阿
頼
耶
は
及
び
愛
で
あ
る
」
と
い
う
珍
妙
な
解
釈
に
な
る
。
そ
こ
で
「
及
」
を
動
詞
と
し
て
理
解
し
、「
阿
頼

耶
は
我
愛
に
及
ぶ
」
と
解
釈
し
た
。
ま
た
『
雑
集
論
』
⒂
に
は
「
愛
」
の
語
を
欠
く
の
で
、
⒂
の
「
我
」
を
「
我
愛
」
と
解
釈
す
る
『
略

纂
』
⒃
が
、『
円
弘
師
章
』
⒁
に
関
連
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
（4
（

。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
『
円
弘
師
章
』
と
『
略
纂
』
の
成
立
順
序
は
判
ら
な

い
。

　

⒁
「
末
那
者
此
云
意
。
思
量
義
是
意
義
」
は
、
普
光
撰
『
倶
舎
論
記
』、
あ
る
い
は
法
宝
撰
『
倶
舎
論
疏
』
と
の
関
係
が
推
定
さ
れ
る
（
（4
（

。

ま
た
基
撰
『
成
唯
識
論
述
記
』
は
「
思
量
義
」
と
「
依
止
義
」
の
二
規
定
、『
唯
識
二
十
論
述
記
』
は
「
思
量
義
」
で
あ
る
（
（4
（

。
気
に
な
る
の
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は
、『
唯
識
二
十
論
述
記
』
で
あ
る
。
基
は
「
心
」
＝
「
集
積
義
」、「
意
」
＝
「
思
量
義
」、「
識
」
＝
「
了
別
」
と
明
確
に
区
別
す
る
。
こ

れ
は
「
心
（citta

）」
と
「
意
（m

anas

）」
と
「
識
（vijñāna

）」
を
区
別
す
る
瑜
伽
行
派
の
学
説
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
（
（4
（

。
し
か
し
、

『
円
弘
師
章
』
⒁
の
「
依
意
了
別
故
名
意
識
」
や
「
意
即
了
別
故
名
意
識
」
に
よ
れ
ば
、「
意
」
に
「
了
別
」
と
い
う
規
定
を
持
ち
込
み
、

「
意
」
と
「
識
」
の
区
別
は
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
『
成
唯
識
論
述
記
』
は
「
故
但
名
意
。
不
名
為
識
」
と
主
張
し
、「
意
」
と
「
識
」
と

を
峻
別
し
て
い
る
。
⒁
は
『
成
唯
識
論
』
に
お
け
る
「
心
」「
意
」「
識
」
の
区
別
を
十
分
に
踏
襲
し
て
い
な
い
記
述
と
思
わ
れ
る
。

　

⒄�

『
円
弘
章
』
二
云
。「
問
。
煩
悩
障
所
摂
煩
悩
六
、
通
三
界
不
。
答
。
五
通
三
界
。
瞋
唯
欲
界
。
何
以
故
。
瞋
縁
違
境
而
起
。
上
二
界

中
、
無
違
境
故
」〈
已
上
〉。（『
通
路
記
』
巻
第
四
十
四
、
大
正
七
二
、
五
五
六
上
、
逸
文
㉑
）

　
『
円
弘
師
章
』
⒄
は
、「
煩
悩
障
」
の
所
摂
の
六
種
の
煩
悩
と
、
三
界
と
の
関
連
に
関
す
る
問
答
で
あ
る
。
ま
ず
、『
成
唯
識
論
』
巻
第
六

に
よ
り
主
題
を
提
示
す
る
。

　

⒅�

此
十
煩
悩
何
界
繫
耶
。
瞋
唯
在
欲
。
余
通
三
界
。（『
成
唯
識
論
』
巻
第
六
、
大
正
三
一
、
三
二
下
）

　

こ
の
内
「
十
煩
悩
」
と
は
、
㊀
貪
、
㊁
瞋
、
㊂
癡
（
無
明
）、
㊃
慢
、
㊄
疑
、
㊅
薩
迦
耶
見
（
身
見
）、
㊆
辺
執
見
（
辺
見
）、
㊇
邪
見
、

㊈
見
取
、
㊉
戒
禁
取
で
あ
る
（
太
字
は
分
別
起
だ
け
）。
こ
の
内
、
瞋
だ
け
が
欲
界
だ
け
に
存
在
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
問
題
と
な
る

の
は
二
つ
で
あ
る
。
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第
一
は
、『
成
唯
識
論
』
で
は
瞋
と
他
の
九
煩
悩
と
の
問
題
で
あ
る
が
、
円
弘
は
「
瞋
」
と
他
の
五
煩
悩
と
し
て
問
題
を
設
定
し
て
い
る

こ
と
。
理
由
は
確
定
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
分
別
起
だ
け
の
四
煩
悩
を
議
論
か
ら
除
外
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
は
、「
瞋
」
は
欲
界
だ
け
に
存
在
す
る
理
由
で
あ
る
。
円
弘
は
「
瞋
」
を
「
瞋
縁
違
境
而
起
」
と
規
定
し
、
欲
界
だ
け
に
存
在
す
る

理
由
を
「
上
二
界
中
、
無
違
境
故
」
と
述
べ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
違
境
」
＝
「
心
を
逆
撫
で
す
る
対
象
」
の
有
無
で
あ
る
。
こ
の
「
違
境
」

の
語
に
よ
っ
て
「
瞋
」
を
定
義
し
た
先
駆
者
に
、
浄
影
寺
慧
遠
が
い
る
。『
大
乗
義
章
』「
十
使
義
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

⒆�

言
瞋
者
、
違
境
忿
怒
。
故
名
為
瞋
。（『
大
乗
義
章
』「
十
使
義
」
大
正
四
四
、
五
八
二
下
）

　

慧
遠
も
十
使
と
三
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
、
毘
曇
で
は
「
十
使
之
中
、
瞋
唯
欲
界
。
余
使
皆
通
」
と
言
い
、『
成
実
論
』
で
は

「
十
使
皆
通
」（
大
正
四
四
、
五
八
六
上
中
）
と
言
う
。
た
だ
し
、
大
乗
で
は
文
証
が
無
い
と
確
認
し
た
上
で
、
道
理
と
し
て
は
全
て
三
界

に
通
じ
る
と
述
べ
る
。

　

⒇�

大
乗
法
中
、
雖
無
文
証
、
理
亦
応
通
。（『
大
乗
義
章
』「
十
使
義
」
大
正
四
四
、
五
八
六
中
）

　

即
ち
、
慧
遠
は
色
界
と
無
色
界
に
お
け
る
「
違
境
」
の
有
無
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
で
は
円
弘
は
確
認
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く

と
も
『
成
唯
識
論
』
は
、
瞋
が
欲
界
に
限
定
さ
れ
る
理
由
を
明
記
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
基
の
解
釈
は
「
瞋
は
唯
だ
不
善
で
あ
る
」
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
成
唯
識
論
』
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
（
（4
（

。
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��

瞋
唯
不
善
。
故
但
在
欲
。（『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
第
六
、
大
正
四
三
、
四
五
三
上
）

　

明
ら
か
に
、
円
弘
の
解
釈
と
は
異
な
る
。
円
弘
の
根
拠
は
、
こ
こ
で
も
『
雑
集
論
』
と
思
わ
れ
る
。

　

��

界
云
何
。
謂
、
除
瞋
余
一
切
通
三
界
繫
。
瞋
唯
欲
界
繫
。
縁
違
損
境
生
故
。（『
雑
集
論
』
巻
第
七
、
大
正
三
一
、
七
二
六
上
）

　
『
雑
集
論
』「
縁
違
損
境
」
が
「
違
境
」
に
対
応
す
る
語
で
あ
る
。『
円
弘
師
章
』
⒁
⒄
に
お
い
て
、
円
弘
は
『
雑
集
論
』
の
影
響
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

ま
た
「
煩
悩
障
所
摂
」
と
い
う
句
は
、
元
暁
の
『
起
信
論
疏
』
に
だ
け
一
致
す
る
表
現
で
あ
る
。

　

��

我
見
愛
染
煩
悩
者
、
此
是
煩
悩
障
所
摂
也
。（『
起
信
論
疏
』
巻
下
、
大
正
四
四
、
二
一
八
上
）

　

単
純
な
句
で
は
あ
る
が
、
円
弘
と
元
暁
と
の
関
連
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
は
、
凝
然
の
著
作
に
引
用・

言
及
さ
れ
る
『
円
弘
師
章
』
の
逸
文
の
考
察
で
あ
る
。
凝
然
は
『
円
弘
師
章
』
を
利
用
す
る
上
で
批

判
的
な
言
辞
を
述
べ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
「
法
相
宗
」
文
献
で
は
、
奈
良
時
代
の
善
珠
以
来
、
批
判
的
な
言
辞
を
加
え
る
も

の
が
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
第
七
節　

資
料
篇
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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第
四
節　
『
円
弘
師
章
』
と
『
子
注
』

　

第
三
節
の
成
果
を
受
け
て
、
こ
こ
で
は
『
円
弘
師
章
』
と
『
子
注
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
簡
単
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。『
子
注
』
は
、

現
在
、
金
天
鶴
氏
と
金
炳
坤
氏
に
よ
っ
て
、
翻
刻
と
注
記
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
金
炳
坤
氏
の
格
別
の
配
慮
に
よ
り
、『
子
注
』
の
作
成
テ

ク
ス
ト
を
拝
借
で
き
た
。
十
分
な
検
討
は
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
両
氏
の
注
記
に
無
い
も
の
を
確
認
し
た
。
そ
れ
は
『
雑
集
論
』
の
大

幅
な
引
用
で
あ
る
。
菩
提
留
支
『
法
華
論
』「
序
品
」
釈
中
、「
尽
諸
有
結
者
、
以
逮
得
己
利
断
諸
煩
悩
因
故
」（
大
正
二
六
、
一
下
）
に
対

し
て
、『
子
注
』
上
巻
に
は
『
集
論
』（
大
正
三
一
、
六
七
六
下
―
六
七
七
上
）
と
、『
雑
集
論
』（
大
正
三
一
、
七
二
三
中
下
）
の
「
九
結
」

に
関
す
る
記
述
を
、
殆
ど
忠
実
に
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
円
弘
師
章
』
⒁
⒄
に
お
け
る
『
雑
集
論
』
を
重
視
す
る
傾
向
に
一
致
す

る
。
因
み
に
、
両
氏
の
注
で
は
、「
見
結
」
と
「
慳
結
」
と
に
だ
け
、
二
論
の
注
が
つ
い
て
い
る
。

　

ま
た
金
天
鶴
氏
は
、
円
弘
＝
新
羅
人
説
を
補
強
す
る
た
め
に
、『
子
注
』
の
次
の
部
分
を
利
用
し
て
い
る
（
（4
（

。

　

��

決
定
有
二
種
。
一
聞
記
及
（
？
）
迷
心
生
驚
怖
。
仏
為
此
人
故
、
息
別
記
以
護
其
心
。
二
聞
記
漸
信
菩
薩
。
為
比
此
人
故
、
与
仏
記

別
方
便
令
発
菩
提
心
也
。（『
子
注
』
下
巻
、
三
九
面
）

〔
私
訳
〕
決
定
〔
声
聞
〕
は
二
種
類
い
る
。
第
一
は
、〔
授
〕
記
を
聞
い
て
心
に
迷
い
…
…
驚
愕
し
恐
怖
を
抱
く
〔
者
で
あ
る
〕。
仏

は
こ
の
〔
第
一
の
〕
人
々
の
た
め
に
、
個
別
の
授
記
（
（4
（

を
あ
き
ら
め
て
、
そ
の
心
を
擁
護
し
た
。
第
二
は
、〔
授
〕
記
を
聞
い
て
段
階
的

に
〔
大
乗
を
〕
信
仰
す
る
菩
薩
で
あ
る
。〔
仏
は
〕
こ
の
〔
第
二
の
〕
人
の
た
め
に
、〔
成
〕
仏
の
授
記
を
与
え
、
巧
み
な
手
段
に
よ
っ

て
菩
提
心
を
起
こ
さ
せ
る
。
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こ
の
『
子
注
』
�
に
対
す
る
金
天
鶴
氏
の
解
釈
は
次
の
通
り
。

こ
の
文
よ
り
み
る
限
り
、
決
定
声
聞
も
菩
提
心
を
発
す
れ
ば
、
最
後
に
成
仏
で
き
る
存
在
に
な
り
う
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、

円
弘
は
新
羅
系
の
唯
識
思
想
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
金
天
鶴
氏
の
解
釈
は
、『
子
注
』
�
で
は
、
決
定
声
聞
が
二
種
（「
決
定
有
二
種
」）
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
向
い
て
い

な
い
。
特
に
「
第
一
の
決
定
声
聞
」
に
つ
い
て
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。「
第
一
の
決
定
声
聞
」
は
、「
息
別
記
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

授
記
自
体
が
与
え
ら
れ
な
い
存
在
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
ら
は
授
記
す
れ
ば
「
□
迷
心
」
や
「
生
驚
怖
」
の
よ
う
に
、
授
記
に
対
す

る
拒
否
の
感
情
を
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
第
二
の
決
定
声
聞
」
は
「
漸
信
菩
薩
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
実
質
的
に
菩

薩
で
あ
っ
て
、
授
記
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
菩
提
心
」
を
起
こ
す
。
こ
の
よ
う
な
円
弘
の
二
種
決
定
声
聞
説
は
「
第
一
の
決
定
声
聞
」

は
成
仏
不
可
能
な
声
聞
（
授
記
さ
れ
な
い
声
聞
）、「
第
二
の
決
定
声
聞
」
は
成
仏
可
能
な
声
聞
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
『
子
注
』
�
は
、

決
定
声
聞
を
二
種
に
区
分
す
る
と
い
う
特
徴
的
な
学
説
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
切
皆
成
仏
説
で
は
な
く
、
一
分
不
成
仏
説
で
あ
る
。
金
天

鶴
氏
の
言
う
「
新
羅
系
の
唯
識
思
想
」
と
は
、
お
そ
ら
く
一
切
皆
成
仏
説
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
第
一
の
決
定
声
聞
」
か
ら
考
え

る
限
り
、
金
天
鶴
氏
の
見
解
は
妥
当
で
は
な
い
。
ま
た
『
子
注
』
�
は
新
羅
系
、
あ
る
い
は
非
新
羅
系
を
判
断
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

私
は
、
円
弘
＝
新
羅
人
説
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
十
分
な
根
拠
は
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
の
論
証
は
慎
重
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
確
か
に
、『
円
弘
師
章
』
は
玄
奘
訳
を
踏
襲
し
な
い
部
分
や
、
真
諦
訳
を
典
拠
に
す
る
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
円
弘
の
姿
勢
は
、
直
ち
に
「
新
羅
系
」
や
一
切
皆
成
仏
説
に
結
び
付
く
わ
け
で
は
な
い
。
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第
五
節　

師
章
文
献
に
つ
い
て

　

最
後
に
「
～
師
章
」
と
通
称
さ
れ
る
文
献
、「
師
章
文
献
」（
作
業
仮
説
的
用
語
）
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
し
た
い
。
私
が
最
初
に
「
師

章
文
献
」
を
知
っ
た
の
は
『
玄
隆
師
章
』
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
遡
っ
て
『
大
日
本
古
文
書
』
の
書
写
記
録
に
辿
り
着
い
た
。
何
れ
に
し
て

も
日
本
の
記
録
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
や
Ｓ
Ａ
Ｔ
検
索
を
利
用
し
、
中
国
の
仏
教
文
献
に
も
「
師
章
」

の
語
を
見
出
せ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
石
田
茂
作
氏
に
よ
る
奈
良
朝
書
写
の
集
成
か
ら
拾
う
と
延
べ
十
五

種
の
記
録
が
あ
る
（
（4
（

。

⑴
『
惣
法
師
章
』
一
巻
、
⑵
『
遂
法
師
章
』
二
〇
巻

⑶
『
栄
隆
師
章
』
一
巻
、
⑷
『
栄
隆
師
章
』
一
巻
、
⑸
『
永
隆
師
章
』
一
巻

⑹
『
文
軌
師
章
』
一
巻
、
⑺
『
□
興
師
章
』、
⑻
『
恵
景
師
章
』
二
三
巻

⑼
『
宗
法
師
章
』
四
巻
、
⑽
『
宗
法
師
』
四
巻
、
⑾
『
宗
法
章
』
四
巻

⑿
『
玄
隆
師
章
』
一
巻
、
⒀
『
元
隆
師
章
』
六
巻
、
⒁
『
円
弘
師
章
』
四
巻
、
⒂
『
円
弘
師
章
』
四
巻

　

こ
の
『
奈
良
録
』
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

㊀
『
惣
法
師
章
』
一
巻
（
文
献
⑴
）、
㊁
『
遂
法
師
章
』
二
〇
巻
（
文
献
⑵
）、
㊂
『
永
隆
師
章
』
一
巻
（
文
献
⑶・

⑷・

⑸
）

㊃
『
文
軌
師
章
』
一
巻
（
文
献
⑹
）、
㊄
『
興
師
章
』（
文
献
⑺
）、
㊅
『
恵
景
法
師
章
』
二
三
巻
（
文
献
⑻
）

㊆
『
宗
法
師
章
』
四
巻
（
文
献
⑼・

⑽・

⑾
）、
㊇
『
玄
隆
師
章
』
一
巻
又
は
六
巻
（
文
献
⑿・

⒀
）

㊈
『
円
弘
師
章
』
四
巻
（
文
献
⒁・

⒂
）
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ま
た
日
本
撰
述
文
献
で
は
、
次
の
よ
う
な
書
名
を
見
出
せ
る
。

『
元
暁
師
章
』（
凝
然
『
日
珠
鈔
』
大
正
六
二
、
二
六
上
）

『
空
法
師
章
』（
宗
性
『
倶
舎
論
本
義
抄
』
大
正
六
三
、
五
七
下
、
二
三
三
上
）

『
宗
法
師
章
』（
安
澄
『
中
観
論
疏
記
』
大
正
六
五
、
三
六
中
）

『
宗
法
師
章
』（
善
珠
『
法
苑
義
鏡
』
大
正
七
一
、
一
九
四
下
、
二
〇
三
中
）

『
聡
法
師
章
』（
安
澄
『
中
論
疏
記
』
大
正
六
五
、
一
一
下
）

『
神
泰
師
章
』（『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
大
正
六
五
、
四
二
三
上
）、『
神
昉
章
』（
同
上
）

『
基
法
師
章
疏
』（『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
大
正
六
五
、
六
五
三
上
）

『
均
師
章
』（『
三
論
玄
義
文
義
要
』
大
正
七
〇
、
二
二
七
上
な
ど
）

『
遠
法
師
章
』（
善
珠
『
法
苑
義
鏡
』
大
正
七
一
、
一
八
九
下
）

『
寂
法
師
章
』（
真
興
『
唯
識
義
私
記
』
大
正
七
一
、
三
六
八
下
な
ど
）

　

こ
の
う
ち
『
宗
法
師
章
』
は
『
奈
良
録
』
㊆
に
確
認
で
き
る
が
、
他
の
書
名
は
確
認
で
き
な
い
。『
空
法
師
章
』
は
『
倶
舎
論
記
』
に
同

文
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。『
空
法
師
章
』
は
、
普
光
撰
『
倶
舎
論
記
』（
大
正
四
一
、
四
二
六
下
）
の
引
用
と
一
致
す
る
の
で
、
孫
引
き

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
均
師
章
』
は
、
奈
良
朝
の
書
写
記
録
に
、『
四
論
玄
義
記
』
の
別
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
典
拠
未
詳
の
文
献

が
多
い
も
の
の
、
本
来
の
書
名
が
失
わ
れ
、
日
本
撰
述
の
著
作
に
「
師
章
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
文
献
の
あ
ら
ま
し
は
以
上
の
通
り
で
あ

る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
中
国
撰
述
文
献
に
も
確
認
で
き
る
。
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『
空
法
師
章
』（
普
光
『
舎
論
記
』
大
正
四
一
、
四
二
六
下
）

『
泰
師
章
』（
遁
倫
『
瑜
伽
論
記
』
大
正
四
三
、
七
四
一
中
、
七
四
五
上
、
七
四
九
下
）、

『
荘
子
内
篇
大
宗
師
章
』（
元
康
『
肇
論
疏
』
大
正
四
五
、
一
六
九
上
、
一
七
一
上
、『
注
肇
論
疏
』
卍
続
蔵
経
五
四
、
一
五
四
中
）

　

中
国
で
も
「
師
章
」
と
書
名
を
通
称
す
る
用
例
は
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
用
例
は
三
例
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。
中
国
撰
述
文
献
で
は

固
有
名
詞
と
い
う
よ
り
も
、「
諸
師
章
」
等
と
一
般
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
韓
国
撰
述
文
献
で
「
師
章
」
と
い
う
書

名
の
通
称
は
無
く
、
義
天
著
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
も
「
師
章
」
と
通
称
さ
れ
る
文
献
は
皆
無
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
師
章
文
献
」

は
、
日
本
に
特
徴
的
な
通
称
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
中
国
や
韓
国
の
章
形
式
の
著
作
が
伝
来
す
る
と
、
作
者
の
名
前
に
因
ん
で
、「
～
師

章
」
と
通
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
「
師
章
文
献
」
は
、
あ
く
ま
で
も
作
業
仮
説
的
な
総
称
で
あ
り
、
本
来
の
書
名
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、「
師
章
文
献
」
は
そ
れ
ら
の

文
献
を
受
容
す
る
側
か
ら
見
た
場
合
、
書
名
上
の
共
通
性
を
有
す
る
だ
け
で
、
内
容
上
の
共
通
性
を
も
つ
文
献
群
と
は
限
ら
な
い
。
従
っ

て
、「
師
章
文
献
」
の
一
つ
一
つ
の
原
題
を
調
査
し
て
ゆ
け
ば
、「
師
章
文
献
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
胡
散
霧
消
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

特
に
日
本
成
立
の
文
献
に
は
、
あ
る
種
の
著
作
を
「
～
師
章
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
作
業
仮
説
上
の
有
効
性
は
あ

る
。
ま
た
『
円
弘
師
章
』
と
『
玄
隆
師
章
』
に
限
定
す
れ
ば
、
現
段
階
で
原
題
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

第
六
節　

結
論

一
、『
円
弘
師
章
』
の
書
写
の
記
録
か
ら
、『
円
弘
師
章
』
の
成
立
の
下
限
は
七
三
三
年
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
円
弘
の
没
年
も
七
三

三
年
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。
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二
、『
円
弘
師
章
』
は
四
巻
一
五
四
紙
と
し
て
書
写
さ
れ
た
。

三
、『
円
弘
師
章
』
は
巻
第
一
「
唯
識
義
」
と
「
四
諦
義
」（
仮
題
）、
巻
第
二
に
「
八
識
義
」
と
「
三
業
義
」（
仮
題
、「
表
無
表
色
義
」

の
可
能
性
も
あ
る
）
を
収
録
す
る
。

四
、
円
弘
は
「
法
相
宗
」
系
統
の
学
僧
で
あ
る
が
、『
雑
集
論
』
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

五
、
た
だ
し
、
玄
奘
の
訳
語
を
厳
守
し
な
い
。

六
、
複
合
語
解
釈
に
お
い
て
、
基
の
よ
う
に
六
合
釈
を
使
用
し
な
い
。「
従
数
及
用
為
名
」
を
多
用
す
る
。

七
、『
円
弘
師
章
』
逸
文
と
『
子
注
』
は
『
雑
集
論
』
を
重
視
す
る
。

八
、「
～
師
章
」
と
い
う
書
名
は
奈
良
期
に
特
徴
的
な
通
称
で
あ
る
。

第
七
節　

資
料
編
『
円
弘
師
章
』
逸
文
集
成

《
凡
例
》

一
、『
円
弘
師
章
』
の
逸
文
の
配
列
順
序
は
、
お
お
む
ね
引
用・

言
及
文
献
の
成
立
順
序
を
基
準
に
し
て
い
る
。

二
、
引
用・

言
及
文
献
の
冒
頭
に
丸
数
字
を
付
し
て
整
理
番
号
と
し
た
。

三
、
円
弘
及
び
『
円
弘
師
章
』
は
太
字
、
引
用
部
分
は
「　

」、
割
注
は
〈　

〉
に
括
っ
た
。

四
、
引
用
の
文
脈
が
判
る
よ
う
に
前
後
も
含
め
て
引
用
し
た
が
、
特
に
基
準
は
無
い
。

五
、
引
用
文
例
は
可
能
な
限
り
新
字
体
に
改
め
た
。
引
用
文
献
の
校
訂
は
し
て
い
な
い
。

六
、
※
は
解
説
で
あ
り
、
本
文
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
。
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逸
文
①　

善
珠
『
唯
識
分
量
決
』「
三
量
分
別
門
」（
大
正
七
一
、
四
四
四
中
）

問
。
若
一
心
見
現
比
倶
者
、
善
悪
二
性
、
応
一
心
倶
。
答
。
現
比
心
用
故
、
一
心
得
倶
起
。
三
性
体
性
故
、
不
可
一
時
竝
。
弘
法
師

判
云
初
説
為
正
。

　

※
質
問
は
、
一
心
に
現
量
と
比
量
が
倶
起
す
る
な
ら
ば
、
善
と
悪
の
二
性
も
一
心
に
お
い
て
倶
起
す
る
の
か
。
解
答
は
二
説
あ
る
。
第

一
説
は
、
こ
れ
は
現
量
と
比
量
の
は
た
ら
き
な
の
で
、
一
心
に
お
い
て
倶
起
す
る
。
第
二
説
は
、
こ
れ
は
三
性
（
善・

悪・

無
記
）
の
本

質
な
の
で
、
同
時
に
生
起
し
な
い
。
円
弘
の
解
釈
で
は
、
第
一
説
を
正
統
と
見
做
す
。
こ
の
「
弘
法
師
」
が
『
円
弘
師
章
』
で
あ
る
こ
と

は
逸
文
⑧
を
参
照
。

　

逸
文
②　

善
珠
『
唯
識
分
量
決
』「
一
用
多
用
門
」（
大
正
七
一
、
四
四
五
下
）

問
。
自
証
分
中
唯
有
一
用
総
証
二
四
。
若
有
二
用
各
証
二
四
。
若
唯
一
用
総
証
二
四
即
失
本
宗
先
説
随
境
有
多
用
故
。
若
有
二
用
各

証
二
四
分
雖
有
四
。
用
即
無
窮
失
。
答
。
有
二
説
。
一
云
二
用
。
而
第
四
分
唯
有
一
用
。
故
無
無
窮
之
失
。
一
云
一
用
。
一
用
知
多
。

多
用
知
多
。
皆
自
所
許
故
無
有
失
。
弘
法
師
判
云
。
後
説
為
勝
。
所
以
然
者
。
若
知
二
四
有
別
用
者
。
知
二
之
用
為
第
三
分
。
知
四

之
用
為
第
五
分
。
第
四
一
用
総
知
三
五
。
故
無
第
六
。
由
此
道
理
後
説
為
勝
。

　

※
質
問
の
趣
旨
は
、
自
照
分
に
一
つ
の
は
た
ら
き
（「
一
用
」）
が
あ
っ
て
、
第
二
と
第
四
を
証
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
二
つ
の
は
た
ら

き
（「
二
用
」）
が
あ
っ
て
第
二
と
第
四
を
証
す
る
の
か
。
解
答
は
二
説
で
あ
る
。
第
一
説
は
「
二
用
」、
第
二
説
は
「
一
用
」
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
「
弘
法
師
」
は
第
二
説
を
正
統
と
見
做
す
。
こ
の
「
弘
法
師
」
が
『
円
弘
師
章
』
で
あ
る
こ
と
は
逸
文
⑨
を
参
照
。
こ
の
二
説
の

典
拠
は
判
ら
な
い
が
、
こ
の
前
の
問
答
で
は
、
新
羅
の
神
昉
『
唯
識
論
要
集
』
か
ら
二
説
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
逸
文
②
の
二
説
も
同
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様
で
あ
れ
ば
円
弘
は
神
昉
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

逸
文
③　

善
珠
『
法
苑
義
鏡
』
巻
第
一
「
五
心
義
林
」（
大
正
七
一
、
一
六
五
中
）

問
。
率
爾
五
倶
第
六
意
識
、
必
是
率
爾
。
解
云
。
弘
云
。「
不
定
。
在
定
聞
声
。
彼
唯
善
性
、
非
率
爾
故
」〈
云
云
〉。
今
謂
不
然
。
五

識
率
爾
、
倶
起
意
識
、
必
是
率
爾
。

　

※
逸
文
③
の
質
問
は
、「
率
爾
（
刹
那
）
の
五
心
が
第
六
意
識
を
伴
う
時
、
必
ず
率
爾
か
否
か
」。
解
答
に
お
い
て
、
善
珠
は
「
弘
云
」

と
し
て
一
説
を
引
用
し
、
そ
の
後
に
「
今
謂
不
然
」
と
「
弘
」
の
説
を
否
定
す
る
。
こ
の
「
弘
」
は
円
弘
と
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

善
珠
の
時
代
に
「
弘
」
と
称
す
る
人
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
は
「
弘
」
を
円
弘
と
想
定
し
て
お
く
。
逸
文
③
は
、『
義
林
章
』「
五
心

章
」
の
「
第
四
刹
那
多
少
者
、
五
識
率
爾
、
唯
一
刹
那
」（
大
正
四
五
、
二
五
六
中
）、
及
び
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
第

三
「
本
地
分
」
中
「
意
地
」（
大
正
三
〇
、
二
九
一
中
一
以
下
）
の
一
節
を
主
題
と
し
て
い
る
。「
弘
」
説
中
の
「
在
定
聞
声
」
は
、
遁
倫

『
瑜
伽
論
記
』
巻
第
十
七
（
大
正
四
二
、
七
〇
三
中
下
）、
大
賢
『
成
唯
識
論
学
記
』（
卍
続
蔵
経
五
〇
、
八
三
中
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

遁
倫
と
大
賢
は
新
羅
出
身
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　

逸
文
④　

善
珠
『
法
苑
義
鏡
』
巻
第
一
「
五
心
義
林
」（
大
正
七
一
、
一
六
五
中
）

弘
云
。「
独
散
意
識
初
三
（
二
？
）
心
者
、
随
何
無
記
皆
縁
過
去
」。
今
即
不
爾
。
縁
世
非
世
。
文
意
稍
隠
。
学
者
応
思
。

　

※
逸
文
④
「
弘
云
」
も
逸
文
③
と
同
様
に
円
弘
と
想
定
し
た
。「
弘
」
説
の
趣
旨
は
、「
独
散
意
識
」
が
「
過
去
」
を
対
象
と
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
善
珠
は
「〔
三
〕
世
と
非
世
と
を
対
象
と
す
る
」
と
否
定
し
て
い
る
。
引
用
の
文
脈
は
、『
義
林
章
』「
五
心
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章
」
中
「
第
十
一
何
量
所
摂
者
」
の
「
若
在
散
位
独
頭
五
心
、
通
比
非
量
…
…
」（
大
正
四
五
、
二
五
八
上
）
に
関
す
る
異
説
の
紹
介
で
あ

ろ
う
。「
弘
」
説
は
、
お
そ
ら
く
『
義
林
章
』
も
引
用
す
る
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
第
三
「
本
地
分
」
中
「
意
地
」
の
「
又
意
識
任
運
散
乱
、

縁
不
串
習
境
時
、
無
欲
等
生
。
爾
時
、
意
識
名
率
爾
堕
心
、
唯
縁
過
去
境
」（
大
正
三
〇
、
二
九
一
中
）
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

基
『
瑜
伽
師
地
論
略
纂
』
巻
第
二
（
大
正
四
三
、
二
一
中
下
）、『
義
林
章
』（
大
正
四
五
、
二
五
六
上
）
に
関
連
の
議
論
が
あ
る
。
ま
た

「
独
散
意
識
」
の
語
は
、「
独
頭
意
識
」
中
「
定
中
意
識
」「
独
散
意
識
」「
夢
中
意
識
」
と
し
て
術
語
化
さ
れ
て
い
る
（
（4
（

。
こ
の
語
の
初
期
の

用
例
は
、
基
『
雑
集
論
述
記
』（
卍
続
蔵
経
四
八
、
二
一
上
）、
慧
沼
『
了
義
灯
』（
大
正
四
三
、
六
七
八
上
）
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
逸
文

④
も
初
期
の
用
例
で
あ
り
、
成
立
順
序
を
確
定
し
た
い
。
な
お
、
清
範
『
五
心
義
略
記
』
の
「
私
云
」（
大
正
七
一
、
二
九
三
下
五
）
は
、

逸
文
④
の
対
応
部
分
な
の
で
「
弘
云
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

　

逸
文
⑤　

善
珠
『
法
苑
義
鏡
』
巻
第
四
「
断
惑
章
」（
大
正
七
一
、
二
〇
二
上
）

問
。
迷
理
事
惑
、
若
有
寛
狭
。
解
云
。
古
説
迷
事
必
迷
理
、
迷
理
非
必
迷
事
。
故
有
寛
狭
。
弘
法
師
云
。「
二
乗
後
得
智
不
断
惑
者
、

迷
事
之
惑
、
必
迷
理
故
。
若
二
乗
後
得
智
断
惑
者
、
有
迷
事
而
不
迷
理
惑
」。
今
章
家
意
。
迷
理
身
見
亦
有
迷
事
。
如
縄
為
蛇
等
。

　

※
逸
文
⑤
の
質
問
の
趣
旨
は
、「
理
と
事
の
煩
悩
に
迷
う
こ
と
に
寛
狭
は
有
る
の
か
」
で
あ
る
。
善
珠
は
、「
古
説
」
と
「
弘
法
師
」
説

を
紹
介
し
た
後
に
、
基
説
（「
今
章
家
」）
を
紹
介
し
て
い
る
。
奈
良
の
書
写
事
情
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
弘
法
師
」
は
円
弘
で
あ
ろ
う
。

円
弘
の
説
は
「
二
乗
の
後
得
智
が
煩
悩
を
断
滅
し
な
い
」
場
合
と
、「
二
乗
の
後
得
智
が
煩
悩
を
断
滅
す
る
」
場
合
に
区
別
し
て
い
る
。
前

者
の
場
合
は
「
事
の
煩
悩
に
迷
え
ば
必
ず
理
に
迷
う
」、
後
者
の
場
合
は
「
事
に
迷
う
こ
と
は
在
っ
て
も
、
理
の
煩
悩
に
迷
う
こ
と
は
な

い
」
で
あ
る
。
前
者
は
古
説
「
迷
事
必
迷
理
」
と
類
似
し
て
い
る
。
引
用
の
文
脈
は
、『
義
林
章
』
巻
第
二
「
断
惑
章
」
の
「
此
在
二
乗
非
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菩
薩
位
…
…
」（
大
正
四
五
、
二
八
二
中
）
の
解
釈
に
あ
る
。『
義
林
章
』
も
「
迷
事
随
眠
」「
迷
理
随
眠
」
の
語
を
用
い
る
の
で
、『
円
弘

師
章
』
と
『
義
林
章
』
と
の
間
に
参
照
関
係
が
想
定
で
き
る
。
こ
の
二
語
は
『
成
唯
識
論
』
巻
第
十
（
大
正
三
一
、
五
五
上
）
に
み
ら
れ

る
。
こ
の
他
、
慧
沼
『
了
義
灯
』
巻
第
一
（
大
正
四
三
、
六
七
二
中
）
は
、「
迷
事
惑
」「
迷
理
惑
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。『
円
弘
師
章
』

と
『
了
義
灯
』
の
参
照
関
係
も
重
要
で
あ
る
。

　

逸
文
⑥　

善
珠
『
法
苑
義
鏡
』
巻
第
四
「
断
惑
章
」（
大
正
七
一
、
二
一
七
上
、
新
版
仏
全
三
〇
、
二
二
二
中
）

今
依
『
瑜
伽
』
故
、
唯
云
「
皮
膚
実
」。
弘
法
師
云
。「
修
所
断
、
或
多
分
迷
事
。
事
法
麁
顕
、
如
皮
在
外
。
故
云
皮
惑
。
見
所
断
惑
、

迷
人
空
理
。
理
法
細
隠
如
完
（
肉
？
）
在
中
。
故
言
完
（
肉
？
）
惑
。
其
法
我
執
迷
法
空
理
、
是
理
最
深
、
如
心
在
内
。
故
言
心

惑
」。
広
如
『
彼
章
』。

　

※
逸
文
⑥
は
、『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
第
四
十
八
「
本
地
分
」
中
「
菩
薩
地
第
十
五
第
二
持
随
法
瑜
伽
処
住
品
」
の
「
当
知
、
一
切
所
知
障

品
所
有
麁
重
、
亦
有
三
種
。
一
者
在
皮
麁
重
。
二
者
在
膚
麁
重
。
三
者
在
肉
（
実
？
）
麁
重
」（
大
正
三
〇
、
五
六
二
中
）
の
「
皮
」「
膚
」

「
肉
（
実
）」
の
三
種
の
麁
重
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
三
種
の
麁
重
は
『
義
林
章
』
巻
第
二
「
断
惑
章
」（
大
正
四
五
、
二
八
五
中
）

に
「
三
種
有
三
。
一
皮
、
膚
、
骨
」
と
取
意
略
出
さ
れ
て
い
る
。
善
珠
は
こ
の
「
皮・

膚・

肉
（
実
）」、
あ
る
い
は
「
皮・

肉・

骨
」
の

解
釈
の
た
め
に
、「
弘
法
師
」
＝
「
彼
章
」
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
善
珠
が
『
法
苑
義
鏡
』
を
撰
述
す
る
時
に
、『
円
弘
師
章
』

を
参
照
し
て
い
た
証
拠
と
言
え
る
。
逸
文
⑥
の
内
容
は
、
文
字
の
確
定
が
難
し
く
難
読
で
あ
る
。
円
弘
は
、
三
種
の
麁
重
を
「
皮
」「
完
」

「
心
」
と
し
て
い
る
の
で
、「
皮
」
以
外
一
致
し
な
い
。「
完
」
は
「
肉
」「
実
」「
骨
」
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
想
定
で
は
「
膚
」
を
欠

く
こ
と
に
な
る
。『
円
弘
師
章
』
の
最
も
一
致
す
る
の
は
、『
摂
大
乗
論
抄
』（
大
正
八
五
、
一
〇
〇
八
下
、
擬
題
、
敦
煌
出
土
写
本
）
の
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「
皮
等
三
惑
名
体　

名
者
、
一
皮
惑
、
二
肉
惑
、
三
心
惑
」
で
あ
る
。
ま
た
『
摂
大
乗
論
義
章
』
巻
第
四
（
大
正
八
五
、
一
〇
四
〇
中
）
に

も
「
第
一
無
明
為
見
道
惑
、
略
分
三
品
。
謂
皮
肉
心
」
と
あ
り
、
こ
の
部
分
に
「
皮
惑
」「
肉
惑
」「
心
惑
」
の
三
惑
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
円
弘
師
章
』
の
三
惑
（
皮
惑
、
肉
惑
（
完
惑
）、
心
惑
）
は
、『
摂
大
乗
論
抄
』
等
の
玄
奘
訳
以
前
の
用
語
を
継
承
し
た
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

逸
文
⑦　

善
珠
『
法
苑
義
鏡
』
巻
第
六
「
表
無
表
義
林
」（
大
正
七
一
、
二
五
六
下
）

解
云
。
除
前
第
三
動
発
身
語
勝
思
以
外
。
即
前
二
思
及
所
余
思
。
総
名
意
業
。
審
慮
等
二
、
及
所
余
思
不
能
動
発
身
及
語
故
。
故
云

「
不
発
現
行
身
語
色
故
」。
意
為
方
便
発
身
語
時
、
所
有
諸
戒
、
非
是
意
無
表
、
即
彼
身
語
表
戒
摂
故
。
故
云
「
発
身
語
者
即
彼
摂

故
」。
弘
法
師
云
。「
意
所
発
色
声
二
塵
、
是
無
記
故
、
不
成
戒
体
」。
義
亦
同
之
。
此
上
二
師
立
意
有
無
表
者
、
体
雖
是
思
、
依
意
表

生
故
、
名
意
無
表
。
此
意
倶
思
不
発
於
色
亦
不
遮
色
。
不
称
色
名
。
但
名
意
無
表
、
不
名
無
表
色
。
但
於
意
倶
思
種
子
上
、
義
名
無

表
。

　

※
逸
文
⑦
の
「
弘
法
師
」
説
は
、「
意
の
起
こ
す
色
と
声
の
二
塵
は
無
記
な
の
で
、
戒
体
を
成
就
し
な
い
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
義
林

章
』「
表
無
表
色
章
」（
大
正
四
五
、
二
九
九
中
）
の
「
然
意
無
表
非
是
色
性
。
不
発
現
行
身・

語
色
故
」
と
同
趣
旨
の
学
説
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
逸
文
の
語
句
を
尊
重
す
る
限
り
、
円
弘
は
「
無
記
」
を
使
用
し
て
、「
無
表
」
は
使
用
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
文
脈
の
中

で
、『
円
弘
師
章
』
を
利
用
す
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
、
判
ら
な
い
。
善
珠
は
「
義
亦
同
之
」
と
、
基
と
円
弘
の
説
を
会
通
し
て
い
る
。
こ

の
逸
文
⑦
は
、
逸
文
④
と
㉑
に
関
連
す
る
。
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逸
文
⑧　

仲
算
（
忠
算
）『
四
分
義
極
略
私
記
』「
第
八
三
量
分
別
」（
大
正
七
一
、
四
六
五
下
―
四
六
六
上
）

問
。
若
一
心
中
相
違
二
量
得
倶
起
者
、
一
心
之
中
善
悪
二
性
応
倶
起
耶
。
答
。
現
比
二
量
心
之
用
故
一
心
得
倶
起
。
善
悪
心
之
体
性

故
不
得
倶
起
。
問
。
二
説
中
以
何
為
正
。
答
。
初
釈
与
『
本
疏
』
同
。
故
以
之
為
正
。
又
『
円
弘
師
章
』
判
初
説
為
正
。

　

※
逸
文
①
の
対
応
部
分
。
こ
の
逸
文
⑧
に
よ
り
逸
文
①
の
「
弘
法
師
」
は
『
円
弘
師
章
』
と
確
定
。

　

逸
文
⑨　

仲
算
（
忠
算
）『
四
分
義
極
略
私
記
』「
第
十
三
一
用
多
用
門
」（
大
正
七
一
、
四
六
九
中
）

問
。
二
釈
何
正
乎
。
答
。『
円
弘
師
章
』
判
後
説
為
正
。

　

※
逸
文
②
の
対
応
部
分
。
こ
の
逸
文
⑨
に
よ
り
逸
文
②
の
「
弘
法
師
」
は
『
円
弘
師
章
』
と
確
定
。
仲
算
も
二
説
の
典
拠
を
述
べ
て
い

な
い
。

　

逸
文
⑩ 『
成
唯
識
論
本
文
抄
』「
論
第
二
巻
本
文
抄
九
」
中
「
転
識
頼
耶
」（
大
正
六
五
、
四
八
五
下
）

『
円
弘
師
章
』
云
。「
問
。
善
等
意
識
、
縁
異
熟
識
影
像
生
起
。
如
是
影
像
随
本
性
異
熟
性
摂
。
性
羸
劣
故
。
応
非
能
熏
。
若
爾
、
以

誰
為
異
熟
識
因
縁
。
答
。
影
像
雖
復
異
熟
所
摂
。
然
以
善
等
意
識
見
分
為
勝
友
。
承
彼
勝
力
得
成
能
熏
。『
論
』
中
「
此
遮
異
熟
心
心

所
等
」
者
、
此
就
見
相
倶
是
異
熟
、
及
見
異
熟
為
語
」〈
云
云
〉。
以
此
文
可
知
、
性
決
定
引
自
果
義
、
并
相
分
熏
種
歟
。

　

※
本
逸
文
⑩
中
「
論
中
此
遮
異
熟
心
心
所
等
」
は
、『
成
唯
識
論
』
巻
第
二
（
大
正
三
一
、
九
下
）
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
引
用
は
金
天

鶴
氏
が
指
摘
し
て
い
る
（
（5
（

。
し
か
し
、
金
天
鶴
氏
は
「『
成
唯
識
論
』
の
本
文
に
対
す
る
注
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

『
円
弘
師
章
』
は
『
成
唯
識
論
』
の
注
釈
書
で
は
な
い
の
で
、
誤
解
を
与
え
や
す
い
表
現
で
あ
る
。
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逸
文
⑪ 『
成
唯
識
論
本
文
抄
』「
論
第
八
本
文
抄
三
十
五
」
中
「
三
業
段
」（
大
正
六
五
、
六
九
七
上
）

円
弘
師
意
（
章
？
）
二
云
。「
問
。
未
（
＋
明
？
）
聞
不
善
及
善
有
漏
、
而
非
異
熟
因
。
答
。
諸
聖
教
就
麁
相
故
。
善
有
漏
等
、
是
異

熟
因
不
熟
。
大
乗
甚
深
細
相
道
理
而
説
。
亦
有
所
余
是
善
有
漏
、
及
不
善
性
而
非
異
熟
因
。
謂
無
始
法
爾
善
悪
種
子
。
依
是
同
類
因

新
生
等
流
果
。
而
非
異
熟
因
令
報
差
別
」〈
文
〉。

　

※
逸
文
⑪
は
「
三
業
段
」
に
「
円
弘
師
意
（
章
？
）
二
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
『
円
弘
師
章
』
巻
第

二
「
三
業
義
」（
仮
題
）
の
逸
文
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
「
法
爾
善
悪
種
子
」
の
語
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
検
索
に
よ
れ
ば
、
逸
文
⑪
の
少
し
後
に
引

用
さ
れ
る
「
顕
揚
私
記
一
〈
浄
達
〉
云
」（
大
正
六
五
、
六
九
七
中
）
に
「
戒
賢
論
師
云
。
新
所
発
業
。
或
資
法
爾
善
悪
種
子
」
と
あ
る
だ

け
。
こ
の
部
分
は
、
大
賢
の
著
作
中
の
孫
引
き
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
円
弘・

浄
達・

大
賢
は
「
法
爾
善
悪
種
子
」

の
語
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

逸
文
⑫　

良
算
『
唯
識
論
同
学
鈔
』「
三
類
境
」（
大
正
六
六
、
九
四
上
）

問
。
第
七
識
縁
第
八
見
分
。
所
変
相
分
従
本
質
。
可
名
異
熟
耶　

答
。
不
名
也　

付
之
既
従
本
質
名
無
覆
。
何
亦
不
云
異
熟
耶
。
況

若
従
本
質
。
名
無
記
者
。
四
無
記
中
。
何
摂
之
耶
。
不
可
云
威
儀
工
巧
。
非
縁
発
威
儀
工
巧
之
心
故
。
不
可
云
変
化
無
記
。
非
通
果

故
。
若
非
異
熟
無
記
者
、
何
云
無
覆
無
記
耶
。
依
之
唐
土
人
師
。「
以
相
分
従
本
質
名
異
熟
」〈
云
云
〉。
何
況
、
依
撲
揚
余
処
解
釈

者
、
設
雖
不
名
無
覆
。
尤
可
云
異
熟
。
判
異
熟
義
寬
、
無
記
乃
局
故
如
何
。
答
。『
義
灯
』
釈
此
事
。
…
（
中
略
）
…
円
弘
師
釈
不
可

用
之
。

原
本・

乙
本
傍
注
曰
。『
円
弘
師
章
』
二
。（
大
正
六
六
、
九
四
、
脚
注
２
）
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※
逸
文
⑫
の
「
唐
土
人
師
」
は
、
脚
注
２
に
よ
れ
ば
『
円
弘
師
章
』
巻
第
二
の
説
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
逸
文
⑫
末
尾
に
「
円
弘
師
釈

不
可
用
之
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
唐
土
人
師
」
は
円
弘
の
出
身
を
新
羅
と
確
定
す
る
こ
と
を
拒
む
。

『
同
学
鈔
』
の
編
纂
者
は
、
慧
沼
『
了
義
灯
』
巻
第
一
（
大
正
四
三
、
六
七
八
下
）、
智
周
『
演
秘
』
巻
第
二
（
大
正
四
三
、
八
五
九
中
）

の
説
を
根
拠
に
し
て
円
弘
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。

　

逸
文
⑬　

良
算
『
唯
識
論
同
学
鈔
』「
論
第
七
同
鈔
第
四
」（
大
正
六
六
、
四
三
八
下
）

或
本
論
云
「
已
入
第
三
地
菩
薩
」。
雖
依
七
地
廃
立
、
以
浄
勝
意
楽
地
。
云
第
三
地
。
灯
師
詞
、
令
順
本
論
。
意
取
殊
勝
願
自
在
地
已

上
三
地
。
引
或
「
三
地
菩
薩
」
等
也
。
意
者
。
決
定
生
報
仏
土
者
、
八
地
已
上
也
。
必
受
変
易
、
定
生
浄
土
故
。
依
之
円
弘
師
釈
云
。

「
七
地
以
前
生
浄
土
義
不
定
」〈
云
云
〉。
撲
揚
深
探
、
義
灯
本
意
、
八・

九・

十
地
名
為
三
地
釈
也
。

　

※
逸
文
⑬
は
、『
瑜
伽
師
地
論
』「
摂
決
択
分
」
中
「
菩
薩
地
之
八
」（
大
正
三
〇
、
七
三
六
下
―
七
三
七
上
）
に
関
連
し
て
「
浄
土
」
に

往
生
す
る
人
々
の
階
位
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
円
弘
の
説
は
「
七
地
以
前
生
浄
土
義
不
定
」
で
あ
る
の
で
、
八
地
以
上
の
菩
薩
は
決
定

し
て
往
生
す
る
と
い
う
も
の
。
こ
こ
で
も
智
周
の
説
と
比
較
さ
れ
て
い
る
が
、「
依
之
」
の
「
之
」
を
「
灯
師
」
＝
慧
沼
（
恵
沼
）
と
理
解

す
れ
ば
、『
同
学
鈔
』
の
編
纂
者
は
、
円
弘
の
説
に
よ
り
慧
沼
の
説
を
解
釈
し
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
円
弘
の
説

は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　

逸
文
⑭　

良
算
『
唯
識
論
同
学
鈔
』「
論
第
八
巻
同
学
鈔
第
二
」（
大
正
六
六
、
四
七
六
中
）

菩
提
薩
埵
受
変
易
生
之
時
、
依
分
段
業
因
。
若
有
法
爾
業
種
者
、
何
別
無
其
業
耶
。
依
之
人
師
「
有
分
習
気
中
。
無
法
爾
種
」〈
云
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云
〉。
若
依
之
爾
者
。
名
言
種
、
既
有
法
爾
種
子
。
業
種
何
不
然
耶
。
依
之
見
上
巻
論
文
。
明
異
熟
習
気
。
有
漏
善
悪
。
熏
令
生
長

〈
云
云
〉。
生
長
者
、
如
次
新
熏
本
有
也
。
加
之
淄
洲
大
師
有
処
。
於
業
種
有
本
有
新
熏
〈
云
云
〉。
爾
者
如
何
。

原
本
甲
本
乙
本
倶
傍
注
曰
円
弘
師
。（
大
正
六
六
、
四
七
六
、
脚
注
25
）

　

※
逸
文
⑭
は
、「
問
。
護
法
正
義
意
。
可
許
有
無
始
法
爾
業
種
耶
」
か
ら
始
ま
る
極
め
て
長
文
の
質
問
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
「
人
師
」

は
脚
注
に
よ
れ
ば
円
弘
で
あ
る
。
円
弘
の
説
は
「
有
分
の
習
気
の
中
に
法
爾
の
種
は
無
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

逸
文
⑮　

凝
然
『
華
厳
孔
目
章
発
悟
記
』
巻
第
十
二
「
第
十
二
四
諦
章
」（
新
版
仏
全
三
六
、
八
〇
中
）

四
諦
義
理
、
諸
師
多
解
。
浄
影
『
義
章
』
第
三
。『
阿
毘
曇
章
』
第
十
四
。『
成
実
義
章
』
第
一・

第
二・

第
三・

第
四
。
天
台
『
法

界
次
第
』
中
巻
。『
円
弘
章
』
第
一
。『
玄
澄
（
隆
？
）
章
』
第
一
。
定
賓
『
飾
修
記
』
第
七
。
此
等
諸
文
明
四
諦
義
。

　

※
逸
文
⑮
は
、
諸
師
の
著
作
に
お
け
る
「
四
諦
」
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
円
弘
師
章
』
巻
第
一
に
「
四
諦
義
」
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
凝
然
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
四
諦
」
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
玄
奘
訳
以
前
の
文
献
に
多
く
、
玄
奘
訳
以
後
は
円
弘
と

定
賓
だ
け
で
あ
る
。

　

逸
文
⑯　

凝
然
『
華
厳
孔
目
章
発
悟
記
』
巻
第
十
二
「
第
十
三
業
成
就
章
」（
新
版
仏
全
三
六
、
八
一
上
）

『
円
弘
章
』
第
二
釈
総
別
名
云
。「
造
作
之
行
名
業
、
業
別
不
同
有
其
三
種
。
一
身
業
、
二
口
業
、
三
意
業
也
。
法
積
聚
名
身
。
依
身

（
義
）
発
業
名
為
身
業
。
面
門
〔
名
〕
口
。〔
依
口
〕
発
業
名
為
口
業
。
思
量
名
為
意
。
依
意
発
業
故
名
意
業
。
通
名
三
業
者
、
従
数

及
用
為
名
。
若
別
名
者
、
皆
従
所
依
得
名
」〈
已
上
〉。
直
名
身
業
等
。
此
釈
要
妙
也
。
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※
逸
文
⑯
は
、
お
そ
ら
く
「
三
業
義
」（
仮
題
）
の
一
部
で
あ
り
、『
円
弘
師
章
』
巻
第
二
に
収
録
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
円
弘
は
、
三
業
の
う
ち
旧
訳
「
口
業
」
を
用
い
て
、
新
訳
「
語
業
」
を
用
い
な
い
。

　

逸
文
⑰　

凝
然
『
華
厳
孔
目
章
発
悟
記
』
巻
第
十
二
「
第
十
三
業
成
就
章
」（
新
版
仏
全
三
六
、
八
一
中
）

『
円
弘
章
』
云
。「
今
大
乗
中
三
業
、
同
以
遍
行
中
思
数
為
体
。
総
相
雖
然
、
於
中
分
別
。
能
発
身
思
、
名
為
身
業
。
能
発
語
思
名
為

口
業
。
尽
（
審
？
）・
決
二
思
名
為
意
業
。
出
『
成
唯
識
論
』
中
」〈
已
上
〉。

　

※
逸
文
⑰
も
⑯
と
同
様
に
「
三
業
義
」
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
逸
文
で
も
、
円
弘
は
旧
訳
「
口
業
」
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の

逸
文
⑰
は
逸
文
⑦
と
関
連
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

逸
文
⑱　

凝
然
『
華
厳
孔
目
章
発
悟
記
』
巻
第
十
四
「
第
十
七
唯
識
章
」（
新
版
仏
全
三
六
、
九
一
上
）

『
円
弘
章
』
第
一
云
。「
簡
持
義
是
唯
義
。
簡
塵
持
識
故
名
唯
也
。
簡
塵
者
、『
唯
識
論
』
云
。
唯
言
為
除
色
塵
等
。
持
識
者
、『
唯
識

論
』
云
。
三
界
唯
有
識
也
。
了
別
名
識
。
由
無
外
塵
唯
有
識
故
名
為
唯
識
。
通
名
唯
識
者
、
義
用
得
名
。
唯
義
識
用
也
」〈
已
上
〉。

如
此
等
也
。

　

※
逸
文
⑱
は
「
唯
識
義
」
の
逸
文
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
逸
文
⑲
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
。
内
容
は
「
簡
持
義
」
に
よ
る
「
唯

識
」
の
語
義
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
「
簡
持
義
」
と
い
う
解
釈
は
、
基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』「
唯
識
義
林
」（
大
正
四
五
、
二
六
〇
上
）
で

も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
両
者
の
典
拠
は
異
な
り
、
円
弘
は
真
諦
訳
『
大
乗
唯
識
論
』（『
唯
識
二
十
論
』
の
異
訳
）、
基
は
『
成
唯
識

論
』
を
利
用
す
る
。
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逸
文
⑲　

凝
然
『
華
厳
孔
目
章
発
悟
記
』
巻
第
十
四
「
第
十
七
唯
識
章
」（
新
版
仏
全
三
六
、
九
一
下
一
二
―
一
五
）

心
識
義
理
、
諸
師
多
立
。
浄
影
大
師
『
大
乗
義
章
』
第
三
有
「
八
識
義
」。
道
基
法
師
『
摂
論
義
章
』
第
一・

二・

三
有
「
九
識
義
」。

慈
恩
大
師
『
法
苑
』
第
一
立
「
唯
識
義
」。『
円
弘
章
』
第
一
有
「
唯
識
義
」、
第
二
立
「
八
識
義
」。『
玄
隆
章
』
中
有
「
唯
識
義
」。

　

※
逸
文
⑲
は
諸
師
の
著
作
に
お
け
る
「
唯
識
義
」
の
情
報
で
あ
る
。
凝
然
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
玄
奘
訳
以
前
は
「
八
識
義
」「
九
識
義
」

と
い
う
テ
ー
マ
が
多
く
、
玄
奘
訳
以
後
は
「
唯
識
義
」
が
出
現
す
る
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
は
巻
第
一
に
「
唯
識
義
」、

巻
第
二
に
「
八
識
義
」
を
収
録
し
、
中
間
的
な
形
態
で
あ
る
。
こ
の
形
態
は
『
円
弘
師
章
』
の
成
立
時
期
に
関
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ

と
も
円
弘
の
志
向
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
確
定
で
き
な
い
。

　

逸
文
⑳　

凝
然
『
華
厳
孔
目
章
発
悟
記
』
巻
第
十
四
「
第
十
七
唯
識
章
」（
新
版
仏
全
三
六
、
九
四
上
中
）

問
。
八
識
総
別
名
義
云
何
。
答
。『
円
弘
章
』
第
二
巻
「
八
識
義
」
中
「
釈
名
門
」
云
。「
七
九
中
間
名
八
。
了
別
故
名
識
。
識
別
不

同
有
八
。
一
眼
識
、
二
耳
識
、
三
鼻
識
、
四
舌
識
、
五
身
識
、
六
意
識
、
七
末
那
識
、
八
阿
頼
耶
識
。
能
見
色
名
眼
。
依
眼
分
別
故

名
眼
識
。
聞
声
曰
耳
。
依
耳
分
別
故
名
耳
識
。
齅
香
名
鼻
。
依
鼻
分
別
故
名
鼻
識
。
別
嘗
味
名
舌
。
依
舌
了
別
故
名
舌
識
。
触
対
名

身
。
依
身
了
別
故
名
身
識
。
覚
法
名
意
。
依
意
了
別
故
名
意
識
。
末
那
者
此
云
意
。
思
量
義
是
意
義
。
意
即
了
別
故
名
意
識
。
阿
頼

耶
者
此
翻
名
蔵
。
能
摂
諸
法
種
子・

及
愛
。
覆
蔵
義
故
名
為
蔵
。
即
了
別
故
名
蔵
識
。
通
名
八
識
、
従
数
用
為
名
。
眼
識
乃
至
意
識
、

此
六
識
従
根
為
名
。
後
二
種
識
約
用
受
名
」〈
已
上
〉。
略
知
名
義
、
如
此
。

　

※
逸
文
⑳
は
、『
円
弘
師
章
』
巻
第
二
「
八
識
義
」
中
「
釈
名
門
」
の
一
節
で
あ
る
。
三
業
と
は
異
な
り
、
八
識
の
名
称
は
「
末
那
識
」

と
「
阿
頼
耶
識
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
玄
奘
訳
を
用
い
て
い
る
。
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逸
文
㉑　

凝
然
『
五
教
章
通
路
記
』
巻
第
四
十
四
「
断
惑
章
」（
大
正
七
二
、
五
五
六
上
）

『
円
弘
章
』
二
云
。「
問
。
煩
悩
障
所
摂
煩
悩
六
、
通
三
界
不
。
答
。
五
通
三
界
。
瞋
唯
欲
界
。
何
以
故
。
瞋
縁
違
境
而
起
。
上
二
界

中
、
無
違
境
故
」〈
已
上
〉。
又
云
。「
問
。
此
諸
煩
悩
。
通
三
性
不
。
答
。
貪
等
五
通
二
性
、
除
善
者
在
上
二
界
、
一
向
有
覆
無
記
。

若
在
欲
界
多
分
不
善
。
或
有
覆
無
記
。
謂
任
運
起
。
不
能
起
悪
行
者
、
是
謂
末
那
等
。
瞋
唯
是
不
善
」〈
已
上
〉。

　

※
逸
文
㉑
は
、『
円
弘
章
』
巻
第
二
の
一
節
で
あ
り
、「
煩
悩
障
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
「
二
障
義
」

（
仮
題
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
う
ち
「
煩
悩
障
所
摂
」
の
句
は
、
元
暁
『
起
信
論
疏
』（
大
正
四
四
、
二
一
八
上
）
に
「
我
見
愛
染

煩
悩
者
、
此
是
煩
悩
障
所
摂
也
」
と
だ
け
一
致
す
る
。

　

逸
文
㉒　

凝
然
『
華
厳
十
重
唯
識
瑺
鑑
記
』
巻
第
七
（
新
版
仏
全
三
六
、
三
五
五
中
、
新
版
日
蔵
七
五
、
一
一
七
上
下
）

仏
法
東
漸
、
震
旦
甚
昌
。
大
乗
諸
師
多
陳
唯
識
義
。
…
（
中
略
）
…
法
相
宗
中
、
慈
恩
大
師
『
法
苑
』「
唯
識
」
建
立
十
門
分
別
義

理
。
一
出
体
、
二
弁
名
、
三
離
合
会
釈
、
四
何
識
為
観
、
五
顕
類
差
別
、
六
修
証
位
次
、
七
観
法
何
性
、
八
諸
地
依
起
、
九
断
諸
障

染
、
十
帰
摂
二
空
。
新
羅
慶
皇
寺
玄
隆
法
師
有
「
唯
識
章
」
七
門
分
別
。
一
名
、
二
体
、
三
見
相
差
別
門
、
四
観
行
門
、
五
摂
諸
識

門
、
六
共
果
差
別
門
、
七
観
行
位
地
門
。
円
弘
法
師
造
四
巻
章
、
名
『
円
弘
章
』。
彼
第
一
巻
有
「
唯
識
義
」
三
門
分
別
。
一
釈
名
。

二
出
体
。
三
問
答
。
此
三
宝
章
并
法
相
宗
。

　

※
逸
文
㉒
は
『
円
弘
師
章
』
の
簡
単
な
紹
介
で
あ
る
。
凝
然
に
よ
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』
は
四
巻
、
巻
第
一
に
「
唯
識
義
」
が
収
録
さ

れ
、
三
門
（
一
釈
名
、
二
出
体
、
三
問
答
）
の
構
成
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
四
巻
と
い
う
巻
数
は
奈
良
の
書
写
に
遡
及
さ
れ
る
も
の
の
、

凝
然
の
著
作
に
巻
第
三
と
巻
第
四
の
引
用
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
に
、
彼
が
全
四
巻
を
所
持
し
て
い
た
の
か
、
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謎
が
残
る
。
ま
た
他
の
「
唯
識
義
」
と
比
較
す
れ
ば
、『
円
弘
師
章
』「
唯
識
義
」
は
三
門
構
成
で
簡
素
な
形
式
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
三
問

答
」
と
し
て
問
答
を
独
立
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
凝
然
は
基
の
『
義
林
章
』、
玄
隆
の
『
玄
隆
師
章
』、
円
弘
の
『
円
弘
師

章
』
を
「
法
相
宗
」
の
「
三
宝
章
」
と
呼
ん
で
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

逸
文
㉓　

実
英
『
五
教
章
下
巻
不
審
六
』「
第
四
修
行
時
分
」（
大
正
七
三
、
二
四
二
上
）

問
。
弘
法
師
釈
、
并
『
業
疏
』
四
巻
釈
、
大
智
律
師
等
意
、
三
生
等
極
利
、
六
十
等
極
鈍
見
如
何
。

　

※
こ
の
逸
文
㉓
は
、「
弘
法
師
」
と
道
宣
『
業
疏
』
と
「
大
智
律
師
」
は
、
同
一
の
学
説
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

逸
文
㉔　

基
弁
『
大
乗
法
苑
義
林
章
師
子
吼
鈔
』
巻
第
十
九
「
第
二
十
表
無
表
章
」（
大
正
七
一
、
八
二
八
、
脚
注
６
）

治
承
古
本
作
「
即
彼
摂
」
故
。

原
本
冠
注
曰
。「
即
彼
摂
故
」
義
鏡
曰
。「
意
為
方
便
発
身
語
時
所
有
諸
戒
非
是
意
無
表
即
彼
身
語
表
戒
摂
故
云
、
発
身
語
者
即
彼
摂

故
。
又
引
円
弘
師
義
云
。「
意
無
表
但
名
無
表
不
云
無
表
色
」。
此
非
章
主
意
違
三
十
論
疏
故
。

　

※
逸
文
㉔
は
脚
注
で
あ
る
。「
意
は
無
表
で
あ
り
、
た
だ
名
称
だ
け
無
表
と
名
づ
け
る
が
、
無
表
色
と
は
言
わ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
文
章
は
逸
文
⑦
に
も
み
ら
れ
る
が
、
私
は
こ
の
部
分
を
『
円
弘
師
章
』
と
判
断
し
な
か
っ
た
。
冠
注
者
は
、
基
の
『
成
唯
識
論

述
記
』
と
は
異
な
る
の
で
、
間
違
い
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
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註（
１
）	

本
論
文
は
、
二
〇
一
六
年
九
月
三
日
（
土
）、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
第
六
七
回
学
術
大
会
（
東
京
大
学
）
に
お
い
て
発
表
し
た
論
文
を
大

幅
に
修
正・

加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
四
月
十
三
日
、
金
炳
坤
氏
の
依
頼
で
活
字
化
さ
れ
る
。

（
２
）	「
円
弘
」
は
固
有
名
詞
な
の
で
、
そ
の
表
記
に
際
し
て
「
円
」
を
使
用
し
、
日
本
語
の
読
み
方
と
し
呉
音
の
「
え
ん
ぐ
（engu

）」
と
す
る
。

呉
音
読
み
を
私
に
提
案
し
た
の
は
金
天
鶴
氏
で
あ
る
。

（
３
）	

拙
稿
「
新
羅
唯
識
派
の
芬
皇
寺
玄
隆
『
玄
隆
師
章
』
の
逸
文
研
究
」（『
韓
国
仏
教
学
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｒ
』
第
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）。

（
４
）	

岡
本
前
掲
論
文
（
前
註
３
）
三
六
一
―
三
六
二
頁
、
注
７
参
照
。

（
５
）	

大
竹
晋
校
註
『
法
華
経
論　

無
量
寿
経
論　

他
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
６
）	

金
天
鶴
後
掲
論
文
（
後
註
７
）
注
４
参
照
。

（
７
）	

金
天
鶴
「
金
沢
文
庫
所
蔵
、
円
弘
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
一
二
年
）、
一

五
四
―
一
六
一
頁
参
照
。

（
８
）	

岡
本
前
掲
論
文
（
前
註
３
）
三
六
〇
頁
、
注
１
、
２
参
照
。

（
９
）	

岡
本
前
掲
論
文
（
前
註
３
）
三
六
〇
頁
、
注
１
。「
常
盤
大
定
［1973

］」
は
、
同
『
仏
性
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
）
の
略

号
。
こ
の
記
号
は
書
式
統
一
の
た
め
に
金
天
鶴
氏
が
改
正
し
た
も
の
。

（
10
）	

岡
本
前
掲
論
文
（
前
註
３
）
三
六
〇
頁
、
注
２
。「
八
木
昊
恵
［1962

］」
は
、
同
『
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
二

年
）
の
略
号
。
こ
れ
も
書
式
統
一
た
め
に
金
天
鶴
氏
が
改
正
し
た
も
の
。
な
お
原
論
文
「
恵
信
」
は
誤
字
の
た
め
に
「
恵
心
」
に
訂
正
し
た
。

（
11
）	

岡
本
前
掲
論
文
（
前
註
３
）
三
六
二
頁
、
注
７
。

（
12
）	

補
足
す
れ
ば
、
金
天
鶴
氏
は
私
の
旧
稿
の
編
集
担
当
者
で
あ
り
、
大
竹
氏
は
私
の
旧
稿
掲
載
誌
に
、
や
は
り
金
天
鶴
氏
の
依
頼
に
よ
り
論
文

を
寄
稿
し
て
い
る
。

（
13
）	

金
炳
坤
「『
三
平
等
義
』
所
引
の
「
注
云
」
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
六
年
）、
同
「『
三
平
等
義
』

の
成
立
に
関
す
る
研
究
」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
14
）	

荒
牧
典
俊
「
北
朝
後
期
仏
教
思
想
史
序
説
」（
同
編
著
『
北
朝
隋
唐
中
国
仏
教
思
想
史
』
所
収
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
〇
―
六
二
頁
参

照
。
現
在
で
は
「
教
理
集
成
文
献
」
と
仮
称
す
る
こ
と
が
多
い
。
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（
15
）	

本
論
文
第
一
節
参
照
。

（
16
）	

金
天
鶴
前
掲
論
文
（
前
註
７
）
参
照
。

（
17
）	『
同
学
鈔
』
原
本
は
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
写
薬
師
寺
蔵
本
、
乙
本
は
大
日
本
仏
教
全
書
本
（
仏
書
刊
行
会
編
）。
こ
の
う
ち
乙
本
＝
仏
全

本
の
成
立
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
富
貴
原
章
信
「
唯
識
論
同
学
鈔
〔
解
題
〕」（
新
版
仏
全
九
七
、
一
六
一
上
）
に
よ
れ
ば
、
新
版

仏
全
本
（
鈴
木
学
術
財
団
版
編
）
の
底
本
は
興
福
寺
四
八
巻
本
（
法
隆
寺
蔵
古
写
本
）、
対
校
本
は
六
六
巻
本
（
薬
師
寺
蔵
古
写
本
）、
明
和
七

年
（
一
七
七
〇
）
版
本
の
六
七
巻
本
、『
略
同
学
鈔
』
一
一
巻・

徳
川
初
写
（
大
谷
大
学
）、『
同
学
鈔
』・

寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
写
本
（
龍

谷
大
学
）
で
あ
る
。
し
か
し
新
版
仏
全
本
の
校
異
は
明
瞭
で
は
な
く
、
ど
の
テ
ク
ス
ト
の
記
載
な
の
か
判
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
同

学
鈔
』
第
一
巻
第
六
「
異
熟
拠
酬
果
」
の
「
唐
土
」
の
右
横
「
円
弘
師
章
二
」（
新
版
仏
全
二
二
、
一
七
九
下
一
九
）
は
、
ど
の
テ
ク
ス
ト
に
依

拠
し
た
も
の
か
、
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
大
正
蔵
本
の
原
本
に
よ
っ
て
「
円
弘
師
章
二
」
の
傍
注
は
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
に
遡
及
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
ち
み
に
『
同
学
鈔
』
は
、
上
記
傍
注
の
少
し
後
の
本
文
に
お
い
て
「
円
弘
師
（
異
）
釈
不
可
用
之
」（
大
正
六
六
、
九
四
上

二
四
、
新
版
仏
全
二
二
、
一
八
〇
上
七
、
異
＝
新
版
仏
全
本
）
と
、
円
弘
説
を
否
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
同
学
鈔
』
の
良
算
（
一
一
七
〇
―

一
二
一
八
頃
）
等
の
編
纂
者
た
ち
は
、『
円
弘
師
章
』
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
18
）	

凝
然
撰
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
は
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
の
成
立
で
あ
り
、「
震
旦
浄
教
伝
通
次
第
」
に
新
羅
の
仏
教
思
想
家
た
ち
は
記
載

さ
れ
て
い
る
（
大
正
八
四
、
一
九
五
下
一
三
―
一
六
）。
こ
の
「
震
旦
」
の
理
解
は
、『
同
学
鈔
』
大
正
蔵
本
（
原
本
）
の
成
立
し
た
時
期
（
一

三
二
四
）
に
近
接
し
た
も
の
で
あ
り
、「
唐
土
」
を
単
純
に
中
国
（
唐
）
に
換
言
で
き
な
い
。

（
19
）	

こ
の
う
ち
、
私
は
「
第
一
の
視
点
」
＝
「『
円
弘
師
章
』
は
何
と
一
緒
に
書
写
さ
れ
た
の
か
」
は
、
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
文
で
指
摘
す

る
よ
う
に
、『
円
弘
師
章
』
と
『
子
注
』
は
同
一
の
書
写
記
録
に
見
え
な
い
。

（
20
）	「
卌
」
は
「
卅
」
の
誤
写
か
。

（
21
）	

金
天
鶴
氏
は
、
七
三
一
年
か
ら
七
六
七
年
と
指
摘
す
る
が
、
終
了
は
史
料
⓫
「〔
神
護
〕
景
雲
二
年
（
七
六
八
）」
で
あ
る
。
金
天
鶴
前
掲
論

文
（
前
註
７
）
一
五
五
頁
参
照
。

（
22
）	

当
初
、
私
は
「
黄
色
」
を
「
紙
の
色
」
と
推
定
し
て
い
た
が
、
道
津
氏
よ
り
「
表
紙
の
色
」、
あ
る
い
は
「
色
に
よ
る
図
書
整
理
」
と
の
指
摘

を
頂
い
た
。
識
者
の
御
教
授
を
請
う
。

（
23
）	

元
暁
の
『
起
信
論
疏
』
二
巻
が
七
五
紙
と
あ
る
の
で
、『
円
弘
師
章
』
は
約
倍
数
。
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（
24
）	

善
珠
『
唯
識
義
灯
増
明
記
』（
大
正
六
五
、
三
七
五
中
）。
橘
川
智
昭
「
日
本
法
相
宗
の
形
成
と
展
開
」（
福
士
慈
稔
編
著
『
日
本
仏
教
各
宗
の

新
羅・

高
麗・

李
朝
仏
教
認
識
に
関
す
る
研
究　

第
２
巻・

下　

日
本
三
論
宗・

法
相
宗
に
み
ら
れ
る
海
東
仏
教
認
識
―
法
相
宗
の
部
―
』
第

６
章
、
身
延
山
大
学
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
室
、
二
〇
一
二
年
）
三
二
頁
参
照
。

（
25
）	
行
信
に
つ
い
て
は
、
松
本
信
道
「
道
慈
の
律
師
辞
任
と
そ
の
背
景
」（『
駒
沢
史
学
』
第
七
九
号
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
法
隆
寺
僧
行
信
の
思

想
」（『
駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
七
一
号
、
二
〇
一
三
年
）、
同
「
行
信
の
伝
記
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』

第
七
二
号
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
26
）	

松
本
前
掲
論
文
（
前
註
25・

第
三
論
文
）
八
頁
参
照
。

（
27
）	

松
本
前
掲
論
文
（
前
註
25・

第
三
論
文
）
七
―
八
頁
参
照
。

（
28
）	

史
料
❿
は
行
信
『
最
勝
王
経
音
義
』（
仮
題
、
散
逸
、
大
正
五
五
、
一
一
四
八
上
）、
同
『
略
集
諸
共
律
論
等
中
翻
梵
語
書
』（
大
正
五
五
、
一

一
五
四
下
）
に
関
連
す
る
書
写
リ
ス
ト
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
二
書
に
つ
い
て
は
、
松
本
前
掲
論
文
（
前
註
25・

第
二
論
文
）
三
二
頁
、
三
七
頁

注
21
参
照
。

（
29
）	

発
表
時
、「
七
三
一
年
」
を
円
弘
没
年
の
下
限
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
師
茂
樹
氏
は
、
著
作
の
下
限
で
あ
っ
て
も
、
没
年
の
下
限
で
は
な
い

と
質
問
し
た
。
厳
密
に
言
え
ば
師
氏
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
。
師
氏
の
指
摘
に
感
謝
し
た
い
。

（
30
）	

金
天
鶴
氏
は
、
⑺
と
推
定
さ
れ
る
部
分
を
、『
通
路
記
』
中
の
逸
文
と
表
記
し
た
が
、
こ
れ
は
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
金
天
鶴
前
掲
論
文
（
前
註

７
）
一
五
六
頁
参
照
。

（
31
）	

真
諦
訳
『
大
乗
唯
識
論
』「
於
大
乗
中
立
三
界
唯
有
識
」（
大
正
三
一
、
七
〇
下
）。

（
32
）	

玄
奘
訳
『
成
唯
識
論
』
巻
第
七
「
唯
言
為
遮
離
識
実
物
。
非
不
離
識
心
所
法
等
」（
大
正
三
一
、
三
八
下
）。
基
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
第
七

末
「
述
曰
。
遮
離
能
変
等
識
外
実
我
法
名
為
唯
識
。
非
不
離
識
心
所
、
及
見・

相
分・

色・

真
如
等
」（
大
正
四
三
、
四
八
七
中
）。

（
33
）	

基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
六
「
三
輪
義
林
」（
大
正
四
五
、
三
五
七
下
）、『
十
地
経
論
』「
明
地
第
三
巻
之
五
」（
大
正
二
六
、
一
五
七

上
）。

（
34
）	

円
測
『
解
深
密
経
疏
』
巻
第
二
と
巻
第
九
（
卍
続
蔵
経
二
一
、
二
一
五
上
、
三
八
三
中
）。
典
拠
は
順
に
『
解
深
密
経
』
巻
第
一
「
勝
義
諦
相

品
」（
大
正
一
六
、
六
八
九
下
）、
真
諦
訳・

世
親
釈
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
第
九
（
大
正
三
一
、
二
一
三
上
）。

（
35
）	『
維
摩
経
疏
』（P.2049, P.2040

）
に
対
す
る
研
究
と
し
て
、
上
山
大
峻
「
八・
九
世
紀
敦
煌
に
お
け
る
『
維
摩
経
』
の
諸
注
釈
の
系
譜
」（『
龍
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谷
大
学
論
集
』
三
八
七
号
、
一
九
六
八
年
）
一
〇
七
―
一
一
一
頁
参
照
。
上
山
氏
は
本
文
献
を
曇
曠
、
あ
る
い
は
そ
の
弟
子
系
統
と
推
定
し
て

い
る
。
方
廣
錩
氏
の
解
題
で
は
、
曇
曠
と
推
定
し
た
研
究
者
の
名
前
を
出
さ
な
い
。
季
羡
林
主
編
『
敦
煌
学
大
辞
典
』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一

九
九
八
年
）
六
七
六
頁
参
照
。

（
36
）	『
維
摩
経
疏
』
巻
第
三
「
五
眼
義
」
と
巻
第
六
「
八
解
脱
義
」「
四
食
義
」（P.2049, P.2040

、
大
正
八
五
、
三
九
一
中
、
三
九
九
中
、
四
〇

七
下
）。

（
37
）	『
義
林
章
』
巻
第
一
「
総
料
簡
」（
大
正
四
五
、
二
五
四
下
）
の
七
種
の
古
説
と
、
智
周
『
決
択
記
』
巻
上
（
卍
続
蔵
経
五
五
、
一
七
九
上
）

に
お
け
る
六
合
釈
と
の
比
定
部
分
は
次
の
通
り
（（　

）
内
は
『
決
択
記
』）。
㊀
「
或
云
当
体
以
彰
名
」（
六
釈
不
摂
）。
㊁
「
或
云
就
義
以
為

目
」（
持
業
釈
）。
㊂
「
或
云
従
能
依
以
受
称
」（
持
業
釈
又
は
有
財
釈
）。
㊃
「
或
云
従
所
依
以
立
名
」（
依
主
釈
）。
㊄
「
或
云
従
数
就
義
為
名
」

（
可
知
〔
帯
数
釈
〕）。
㊅
「
或
従
相
応
増
強
為
号
」（
隣
近
釈
）。
㊆
「
或
両
体
相
違
」（
可
知
）。

（
38
）	

こ
の
他
『
摂
大
乗
論
抄
』
に
は
「
従
数
義
為
（
又
は
受
）
名
」
の
用
例
が
「
五
陰
義
」（
大
正
八
五
、
一
〇
〇
一
下
）
と
「
十
二
因
縁
義
」（
大

正
八
五
、
一
〇
〇
五
中
）
に
あ
る
。
本
文
献
に
つ
い
て
は
、
池
田
將
則
「
敦
煌
本
『
攝
大
乘
論
抄
』
の
原
本
（
守
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
）
と
後

續
部
分
（
ス
タ
イ
ン2554

）
と
に
つ
い
て
―
翻
刻
と
研
究
―
（
前
篇・

後
篇
）」（『
仏
教
史
研
究
』
第
四
五
号・

第
四
六
号
、
二
〇
〇
九
年・

二

〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
39
）	『
成
唯
識
論
』
巻
第
一
「
能
動
身
思
、
説
名
身
業
。
能
発
語
思
、
説
名
語
業
。
審・

決
二
思
、
意
相
応
故
、
作
動
意
故
、
説
名
意
業
。
起
身
語

思
有
所
造
作
、
説
名
為
業
」（
大
正
三
一
、
四
下
―
五
上
）。

（
40
）	

玄
奘
訳
「
末
那
識
」
は
、
訳
語
と
し
て
は
天
親
造
『
大
乗
百
法
明
門
論
』
に
「
第
一
心
法
、
略
有
八
種
。
一
眼
識
。
二
耳
識
。
三
鼻
識
。
四

舌
識
。
五
身
識
。
六
意
識
。
七
末
那
識
。
八
阿
賴
耶
識
」（
大
正
三
一
、
八
五
五
中
）
と
あ
る
だ
け
。
⒁
の
八
識
の
列
挙
部
分
は
、『
大
乗
百
法

明
門
論
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
訳
以
後
、
八
識
の
各
語
を
列
挙
す
る
文
献
も
少
な
く
、
大
乗
光
（
普
光
）
撰
『
大
乗
百

法
論
疏
』
巻
上
（
大
正
四
四
、
五
三
下
）
等
、
限
定
さ
れ
る
。

（
41
）	

こ
の
『
瑜
伽
師
地
論
略
纂
』
の
解
釈
は
、
遁
倫
『
瑜
伽
論
記
』
巻
第
十
三
に
「
基
云
」（
大
正
四
二
、
六
〇
五
中
）
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。

（
42
）	

普
光
『
倶
舎
論
記
』
巻
第
四
「
梵
云
「
末
那
」。
此
云
「
意
」。
是
思
量
義
。
梵
云
「
毘
若
南
」。
此
云
「
識
」。
是
了
別
義
也
」（
大
正
四
一
、

八
三
中
）。
法
宝
『
倶
舎
論
疏
』
巻
第
四
「
梵
云
「
末
那
」
此
言
「
意
」。
是
思
量
義
。
以
心
能
思
量
、
故
名
為
意
也　

梵
云
「
毘
〈
毘
必
反
〉　

若
南
」
此
言
「
識
」。
是
了
別
之
義
。
謂
心
於
境
能
了
別
故
、
謂
之
為
識
」（
大
正
四
一
、
五
三
四
中
）。
⒁
中
「
意
即
了
別
故
名
意
識
」
も
、
こ

（ 88 ）

円
弘
撰
『
円
弘
師
章
』
の
逸
文
研
究
（
岡
本
一
平
）



の
二
種
の
注
釈
を
踏
ま
え
た
も
の
か
。

（
43
）	

基
撰
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
第
五
「
意
有
二
義
。
一
思
量
義
。
二
依
止
義
。
第
七
通
有
二
名
。
過
去
但
唯
依
止
。
体
雖
現
無
、
与
現
依
止
。

思
量
之
意
相
似
。
故
但
名
意
。
不
名
為
識
」（
大
正
四
三
、
四
一
三
上
）。
同
『
唯
識
二
十
論
述
記
』
巻
上
「
心
積
集
義
。
意
思
量
義
。
識
了
別

義
」（
大
正
四
三
、
九
八
一
中
）。

（
44
）	

基
撰
『
唯
識
二
十
論
述
記
』
巻
上
「
問
。
此
中
八
識
、
若
皆
得
名
心
意
識
者
、
何
故
諸
処
、
説
第
八
識
名
心
。
第
七
名
意
。
余
六
名
識
。
答
。

『
成
唯
識
論
』
第
五
巻
説
。
如
是
三
義
、
雖
通
八
識
、
而
随
勝
顕
。
第
八
名
心
。
集
諸
法
種
、
起
諸
法
故
。
第
七
名
意
。
恒
審
思
量
為
我
等
故
。

余
六
名
識
。
麁
動
間
断
了
別
転
故
」（
大
正
四
三
、
九
八
一
中
）。
同
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
第
五
（
大
正
四
三
、
四
〇
九
上
）、『
成
唯
識
論
』

巻
第
五
（
大
正
三
一
、
二
四
下
）。

（
45
）	『
成
唯
識
論
』
巻
第
六
「
此
十
煩
悩
何
性
所
摂
。
瞋
唯
不
善
、
損
自
他
故
。
余
九
通
二
」（
大
正
三
一
、
三
二
下
）。

（
46
）	

金
天
鶴
前
掲
論
文
（
前
註
７
）
一
六
〇
頁
参
照
。

（
47
）	

基
撰
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
第
一
（
大
正
三
四
、
六
五
四
上
）
で
は
、
授
記
を
「
別
記
」「
同
記
」「
五
記
」「
無
怨
記
」「
通
行
記
」「
具
因

記
」
の
六
種
に
区
別
し
て
い
る
。『
子
注
』
は
「
別
記
」
と
「
同
記
」
を
区
別
し
て
い
る
。「
別
記
」
は
一
人
一
人
に
対
す
る
「
授
記
」
で
あ
り
、

「
同
記
」
は
集
団
に
対
す
る
授
記
で
あ
る
。

（
48
）	

石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇
年
）
一
四
二
―
一
四
三
頁
参
照
。

（
49
）	

深
浦
正
文
『
唯
識
学
研
究
』
下
巻
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
四
年
）、
三
一
二
頁
参
照
。

（
50
）	

金
天
鶴
前
掲
論
文
（
前
註
７
）
一
五
六
頁
参
照
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

円
弘
、『
円
弘
師
章
』、『
維
摩
経
疏
』、P.2049

、P.2040

、
師
章
文
献
、
行
信
、
小
尼
公
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